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　古
こ

墳
ふん

時代中ごろの５世紀前半、反
はん

正
ぜい

天皇が丹
たじ

比
ひ

柴
しば

籬
がきの

宮
みや

で即位した

と伝えています。大和王権の宮が、河内に置かれた初めての出来事

です。松原は、この丹比野の一角にあります。

　わが国で最も古い歴史書である『古
こ じ き

事記』や『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』による

と、反正は仁
にん

徳
とく

天皇の第３皇子で、兄履
り

中
ちゅう

のあと、18 代天皇とな

りました。この丹比柴籬宮が上田７丁目の柴籬神社のあたりにあっ

たと伝承されています。同社は、反正天皇などを祭神としています。

５世紀末に 24 代仁
にん

賢
けん

天皇の時、創始されたと伝えています。江戸

時代には広
ひろ

庭
ば の

之祠
やしろ

とか天神宮 ( 天満宮 ) ともよばれ、境内には広
ひろ

場
ば

山
ざん

観
かん

念
ねん

寺
じ

という神
じん

宮
ぐう

寺
じ

もありました。

　柴籬神社の南門に、「反正天皇柴籬宮址　昭和十九年一月　大阪

府建立」の立派な石碑があり、西鳥居前にも「丹比柴籬宮址　大正

八年　大阪府」の石碑が建てられています。

　『古事記』には「水
みず

歯
は

別
わけの

命
みこと

( 反正 )、多
た

治
じ

比
ひ

の柴垣宮に坐
いま

しまして、

天
あめ

の下治
おさ

めたまひき。此の天皇、御身の長、九尺二寸半。御歯の長

さ一寸、広さ二分、上下等しく斉
ととの

ひて、既に珠
たま

を貫
ぬ

けるが如
ごと

くなりき。

…天皇の御年、陸
む

拾
そ

歳
ち

ぞ。御陵は毛
も

受
ず

野
の

に在り」と記されています。

　１尺を 30cm とすると、反正は身長２m77cm もある長身で、そ

の歯の長さも３cm を測るという信じられない数値が見られます。

これは、水歯別という反正の名前から、ことさら歯が立派で、珠を

貫いたようにきれいであったと伝えられていたからでしょう。天皇

は 60 歳で亡くなり、いまの堺市の百
も ず

舌鳥に葬られたとあります。

反正天皇丹比柴籬宮と柴籬神社
5 世紀代、河内に置かれた最初のミヤコ　　　　　　　上田 726

歴史ウォーク　No.7・21・72・151
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　これに対し、『日本書紀』の反正天皇元年条に「冬十月に、河内

の丹比に都つくる。是を柴籬宮と謂
もう

す。是
こ

の時に當
あた

りて、風雨時に順
したが

ひて、五穀成
み

熟
の

れり。人民富み饒
にぎわ

ひ天下太平なり」とあり、その治世

は５年あまりにおよび、国内は豊作で平和であったと伝えています。

　しかし、現在のところ、宮の存在を確かめる遺
い

構
こう

や遺
い

物
ぶつ

はまだ見

つかっていません。当時の宮は、のちの平
へい

城
じょう

京
きょう

( 奈良市 ) や平
へい

安
あん

京
きょう

( 京

都市 ) のように、天皇が政治を行う大
だい

極
ごく

殿
でん

や、役人が政務をとる朝
ちょう

堂
どういん

院などの建物が建ち並ぶ都
と

城
じょう

ではありませんでした。ですから、

宮跡の検出は容易ではありません。しかし、一般の人々の住むたて

穴住居や掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物とは違った突出した宮を想像させるような遺

構が、丹比野の地下に眠っていることでしょう。

　柴籬神社のあたりは、宮号を引き継いだ神社名や、神社西方に残

る天皇名にゆかりをもつ「反
は

正
じ

山
やま

」の地名などから、宮跡の有力な

候補地であることは疑いありません。

　同地は、旧石器時代から近世までの上
うえ

田
だ

町
ちょう

遺跡に含まれます。広

範囲に古墳時代の

たて穴住居や井戸、

壺 ・甕
かめ

・高
たか

坏
つき

など

の土器あるいは古

墳跡出土の埴
はに

輪
わ

が

見つかっています。

今後も宮跡を探す

ロマンが追い求め

られるでしょう。 反正天皇丹比柴籬宮址と柴籬神社
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　上田１丁目の松原郵便局前に、正面には「ちちかみはし」、両側

面に「長
なが

尾
お

街道」、裏面に「明治四十三年二月修繕、大阪府」と刻

まれた道標があります。明治 43 年 (1910) ２月、大阪府が古代から

の堺と大和を結ぶ長尾街道 ( 大
おお

津
つ

道
みち

) に建てたモニュメントです。

　「ちちかみはし」には、次のような悲しい伝説が残されています。

　「遠い昔、京から来た高貴な身分の母親が愛児に乳房を含ませて

いました。子どもは母親の乳に満足してスヤスヤと眠っていました

が、急にむずかり、口に含んでいた乳房を歯でかみきってしまいま

した。このため、母親は愛児を抱いたまま亡くなったのです」

　新堂１丁目の松原中学校方面から北流してきた今
いま

井
い

戸
ど

川
がわ

は、河内

松原駅の西側線路をくぐります。やがて、上田１丁目の長尾街道に

ぶつかる字
あざ

「中
ちゅう

門
もん

」( 長尾街道と中
なか

高
こう

野
や

街道が交わる阿
あ

保
おん

茶
ちゃ

屋
や

交差

点を西へ 100m) で西流する本流と東流する支流に分かれていきます。

　江戸時代、「中門」には堰
せき

樋
ひ

が設けられていました。そこは、阿

保村の海
かい

泉
ずみ

池
いけ

から三宅村の大
おお

海
がい

池
いけ

に至る用水の取水掛口でした。東

と西に分岐する水流の堰高を定める享
きょう

和
わ

元年 (1801) ７月の分
ぶん

量
りょう

石
せき

がいまも残されています。灌漑領域の上田村や三宅村の人々が立ち

会って決めた碑文も見られます。

　「中門」から西へ 200m 進むと先の道標があり、今井戸川が長尾

街道を横切る場所に「ちちかみはし」が架けられていたのです。愛

児が母親の乳房を歯でかみきった所でしたので、橋の名となりまし

た。川は街道に平行する南側では暗渠となっていますが、松原警察

「ちちかみはし」と歯神社
愛児に乳を含ませたまま絶命した母の悲しい伝説　上田１・７27

歴史ウォーク　No.79・90
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署の東側からは北へ向きを変えます。

　「ちちかみはし」の悲しい伝承は、のち人々の哀れをさそいました。

「ちちかみはし」と「中門」の真ん中、街道の南側に住吉神社が祀

られていました。同社は、上田村反
は

正
じ

山
やま

地区の氏神ですが、村人は

祭神の住吉大神と共に、亡くなった母親や乳をかみきった愛児を歯
は

神
がみ

として同社に合祀したのです。このため、住吉神社は歯
は

神
がみ

社
しゃ

とも

よばれるようになりました。

　住吉神社は、室
むろ

町
まち

時代の永
えい

禄
ろく

年間 (1558~69) の創建と伝えてい

ます。柴
しば

籬
がき

神社 ( 上田７丁目 ) 境内にあった神
じん

宮
ぐう

寺
じ

である観
かん

念
ねん

寺
じ

の法
ほう

印
いん

秀
しゅう

盛
ぜい

が勧請しました。境内は東西 22m、南北６m。本殿は

一
いっけんしゃ

間社流
ながれづくり

造でした。明治初年に柴籬神社に合祀され、現在は社務所

の真向いに「歯
は

磨
みがき

面
めん

」の石面と共に祀られています。

　「中門」の名は５世紀前半、反
はん

正
ぜい

天皇がミヤコとした丹
たじ

比
ひ

柴
しば

籬
がきの

宮
みや

の中門があったという伝承からつけられました。丹比柴籬宮の推

定地跡に建つ柴籬神社に合祀された歯神社では、反正天皇も珠の

ように歯がきれい

であったことから、

「はがみさん」と

して歯が丈夫にな

ることを願って、

「は」にちなみ、

毎年８月８日夜８

時８分から祭礼が

行われています。 「ちちかみはし」道標と歯神社
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　上田６丁目に上田墓地があり、その南側には樋
ひ

野
の

ヶ
が

池
いけ

が水をたた

えています。池の南側は、平成 18 年３月まで府立松原職業訓練校

が建っていた跡地です。旧校地は、小
こ

字
あざ

名
めい

をとって若
わか

山
やま

遺跡とよば

れる埋蔵文化財地で、７～８世紀の飛
あ す か

鳥・奈良時代に、土地利用が

されていました ( 大阪府文化財センター『若山遺跡』平成 22 年 )。

　樋野ヶ池に目を転じると、若山遺跡に接して、南北に長い小島が

浮かんでいます。池の中に島がある景観は、松原周辺ではそれほど

珍しいものではありません。樋野ヶ池では、新たに島をつくったの

ではなく、もともと段丘地形であったものが、池ができた際、段丘

の一部が残され、島状となったと考えられます。

　島は樹木で覆われていますが、その傾斜地北東部からは、古
こ

墳
ふん

時

代の須
す

恵
え

器
き

を焼いた一基の単独窯
かま

が見つかっています。昭和 49 年

(1974) の発掘調査で、窯体の奥壁と側壁の一部が確認され、壁は

厚くなく、また少量ですが、灰
はい

原
ばら

の遺物や灰も検出されました ( 松

原市教育委員会「樋野ヶ池窯跡出土資料」『三宅遺跡』昭和 55 年 )。

　その後も、近くに住む橋本春二さんによって、樋野ヶ池窯から出

土し、散乱していた須恵器がまとまって採集されていたことがわか

りました。橋本さんは、のちにそれらの遺物を、甥である考古学者

の橋本達也さん ( 鹿児島大学准教授 ) に託されたのです。達也さん

は、これらの遺物を丹念に分析・紹介し、樋野ヶ池窯の性格を明ら

かにしようとされました。

　採集された須恵器は、坏
つき

身
み

や坏
つき

蓋
ぶた

が多く、食物を盛る脚つきの台

樋野ヶ池窯と須恵器
6 世紀中葉ごろにつくられ、河内大塚山古墳に供給か　上田 628

歴史ウォーク　No.13・175
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である高
たか

坏
つき

の他、液体を入れる甕
かめ

や容器の壺などの破片も見られま

した。これらの多くは、還元していない生焼けのもの、外面のみ赤

褐色のもの、断面がエンジ色のものもあり、焼け歪
ゆが

みもありました。

まさしく窯跡資料の特色を備えています。

　その時期は、松原から８～ 10km 離れた須恵器の大量産地であ

る堺市・泉北ニュータウンの丘陵に存在する陶
すえ

邑
むら

窯跡群の編年で、

専門的になりますが、高
たか

蔵
くら

寺
じ

地区の TK10 型式から陶
とう

器
き

山
やま

地区の

MT85 型式にあてはまります。古墳時代後半の６世紀中葉のことで

す。最盛期を迎えた陶邑窯跡群が地方波及した窯跡です。

　では、樋野ヶ池窯は、何のために設けられたのでしょうか。一般

的には、樋野ヶ池から東へ 200m ほど離れた河
かわ

内
ち

大
おお

塚
つか

山
やま

古墳 ( 西大

塚１丁目 ) に副
ふく

葬
そう

品
ひん

として、供給されるためと見るのがよいのでは

ないでしょうか。

　河内大塚山古墳は、わが国で５番目の墳丘規模を持つ巨大前方後

円墳です。出土遺物は不明ですが、樋野ヶ池窯と同じく６世紀中葉

以後につくられた

と考えられていま

す。ただ、古墳が

完成する前に棄て

られたとも考えら

れており ( 未完成

説 )、須恵器が使

われなかったかも

しれません。 樋野ヶ池窯の小島
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　近鉄電車が河内松原駅を出て、恵我ノ荘駅へ向かう途中、南側に

うっそうとした小山が目に入ります。府道大和高田－堺線が線路を

越える高架上からは、いっそうその全容が望まれます。これが大
おお

塚
つか

山
やま

古
こ

墳
ふん

です。各地に大塚山とよばれる古墳が多いので、地名をつけ

て河内大塚山古墳とも称しています。

　河内大塚山古墳は、東
ひがし

除
よけがわ

川の西側に発達した中位段丘面に築かれ

ており、墳丘の南北を走る中軸線を境に、西は松原市西大塚、東は

羽曳野市南恵我之荘とに行政区域が分かれています。人工の造山で

すが、後円部頂上は松原市内で最も標高の高い場所です。

　古墳の形は前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

とよばれるもので、周囲に壕をめぐらせて

います。その墳丘規模は、全長 335m、前方部幅 230m、後円部直

径 185m、前方部高さ４m、後円部高さ 20m をはかり、前方部は

ほぼ北面しています。

　規模の大きさからすると、堺市百
も ず

舌鳥の大
だい

仙
せん

陵
りょう

古墳 ( 仁
にん

徳
とく

陵古墳 )、

羽曳野市古市の誉
こん

田
だ

山
やま

古墳 ( 応
おう

神
じん

陵古墳 )、百舌鳥の上
かみ

石
いし

津
づ

ミサン

ザイ古墳 ( 履
り

中
ちゅう

陵古墳 )、岡山県の備
びっ

中
ちゅう

造
つくり

山
やま

古墳に次ぐわが国で５番

目の巨大古墳です。当時、墓誌などがなかったことから、古墳の被葬

者を特定するのは難しいのですが、大和王権の大
おお

王
きみ

( のちの天皇 ) の

墓として築造されたと考えてよいでしょう。時代的には安
あん

閑
かん

天皇や欽
きん

明
めい

天皇陵説や、墳丘が乱れていますので未完成説も出されています。

　古墳時代は３世紀後半～７世紀後半ごろまでの時期をさしますが、

大和や河内・和泉地方を中心に巨大前方後円墳がつくられるのは、

大王墓の河内大塚山古墳
6 世紀中葉以後、最後の巨大前方後円墳　　　　　　西大塚 129

歴史ウォーク　No.8・41・91・180
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ほぼ５世紀代が中心です。

　河内大塚山古墳は、後円部にいまでも「ごぼ石」とよばれる横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ

の天井石と思われる巨石があり、そのうえ、江戸時代の 18

世紀後半の宝
ほう

暦
れき

～明
めい

和
わ

年間ごろまで「磨
みがき

戸
ど

石
いし

」とよばれる横穴式石

室の一部が後円部南東に開口していたことが、文献の上から判明し

ています。また、埴
はに

輪
わ

の存在が明瞭ではありません。さらに、前方

部が低く、大きく広がるうえ、後円部の段
だん

築
ちく

がはっきりしません。

　これらは後期古墳の特徴を持っていますので、河内大塚山古墳の

築造は６世紀中葉かそれ以降と考えてよいと思います。巨大前方後

円墳の最後の時期の古墳で、６世紀代ではわが国最大の大きさです。

　６世紀後半以後、大王家では、前方後円墳はほとんどつくられな

くなり、方墳や八角形墳形式に変わっていくのです。

　河内大塚山古墳は、南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

～戦国時代には丹
たん

下
げ

氏によって丹下城

が築かれました。また、江戸時代には前方部に大塚村の集落が形成

され、後円部には天満宮が祀られました。しかし、大正 14 年 (1925)

に陵
りょう

墓
ぼ

参考地とな

りましたので、昭

和 ３ 年 (1928) ま

でに集落は墳丘外

に移されました。

現在、宮内庁が管

理をしており、墳

丘内に立ち入れま

せん。 河内大塚山古墳



松原歴史ウォーク

12

　松原の東隣りの羽曳野市や藤井寺市には、４世紀末～６世紀前半

に至る約 150 年間に、津
つ

堂
どう

城
しろ

山
やま

古
こ

墳
ふん

や誉
こん

田
だ

山
やま

古墳 ( 応
おう

神
じん

陵
りょう

古墳 ) な

ど大王墓の伝承を持つ巨大前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

から 10m に満たない小方墳

まで、非常に多くの古墳で形成される古
ふる

市
いち

古墳群があります。

　西隣りの堺市にも、５世紀代を中心として大
だいせん

仙陵
りょう

古墳 ( 仁
にん

徳
とく

陵古

墳 )・上
かみ

石
いし

津
づ

ミサンザイ古墳 ( 履
り

中
ちゅう

陵古墳 )・田
た

出
で

井
い

山
やま

古墳 ( 反
はん

正
ぜい

陵

古墳 ) など、大小多数の古墳で構成される百
も ず

舌鳥古墳群があります。

　これに対し、両古墳群に挟まれた松原では、墳丘全長 335m の

巨大前方後円墳の河内大
おお

塚
つか

山
やま

古墳 ( 西大塚１丁目 ) と、同じく前方

後円墳と推定される 一
ひと

津
つ

屋
や

古墳 ( 一津屋５丁目の厳
いつく

島
しま

神社境内 ) の

２基のみが、現存しているにすぎません。ですから、これまで「松

原には古墳が少ない」と見られてきました。

　ところが最近、市内各地で後世に墳丘を削
さく

平
へい

された古墳や、古墳

に置かれた円
えん

筒
とう

埴
はに

輪
わ

・形
けい

象
しょう

埴輪も数多く検出されるようになりまし

た。もともと、松原には近世の文献や絵図・地籍図から、三宅中６

丁目の権
ごん

現
げん

山
やま

古墳跡 ( 前方後円墳 ) や天美西１丁目の狐
きつね

塚
づか

古墳跡 ( 前

方後円墳 ) などの存在も知られていました。

　平成２年 (1990)、松原市教育委員会は立
たつ

部
べ

３丁目の大塚運動広

場の施設に伴い発掘調査を行いました。その結果、古墳時代から中

世に至る遺
い

構
こう

や遺
い

物
ぶつ

がたくさん見つかりました。とくに、古墳がま

とまって７基も検出され、立部古墳群と名づけられました。河内大

塚山古墳が北東 200m ほどの近さで望まれます。

立部古墳群の築造
つぶされ、地下に埋没した古墳　　　　　　　　　　  立部 330

歴史ウォーク　No.9・98
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　各古墳は、いずれも周溝をもつ円墳１基、方墳６基で構成されて

いました。円墳は径 12m で、周溝から円筒埴輪や大刀の形象埴輪

が出土しました。６基の方墳は１辺４～５m から、最大で１辺 10m

ほどと小規模ですが、隣接して築かれており、周溝を共有していま

す。とくに、６号方墳の周溝からは朝
あさ

顔
がお

形円筒埴輪、甲
かっ

冑
ちゅう

形埴輪

( 三
さん

角
かく

板
いた

鋲
びょう

留
どめ

短
たん

甲
こう

や肩
かた

甲
よろい

と草
くさ

摺
ずり

の部分 )、須
す

恵
え

器
き

の坏
つき

が出土しました。

　ただ、いずれの墳丘も中世までに田畑などの開墾で完全に削平さ

れており、地下に埋没していました。その築造時期は、６号方墳が

５世紀末～６世紀初頭、円墳および他の方墳は６世紀中ごろと考え

られます。６号方墳がまずつくられ、円墳を盟主とした２世代ほど

の小豪族がそこを墓域としたのでしょう。

　市内ではほかにも、ゆめニティまつばら近くの上田５丁目に全長

220m におよぶ前方後円墳の山
やま

ノ
の

内
うち

古墳 ( 全壊 ) があったと想定さ

れています。また、一津屋古墳の北側には前方後円墳の川
かわ

ノ
の

上
かみ

古墳

( 全壊 ) も存在していたようです。川ノ上古墳の溝からは人物形埴

輪・ 蓋
きぬがさ

形 埴 輪・

円 筒 埴 輪・ 土
は

師
じ

器
き

・須恵器などが

出土しました。

　今後とも各地で、

墳丘が削平された

古墳がまだまだ見

つかる可能性があ

ります。 立部古墳群の発掘地
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　上田７丁目の一角に、東本願寺を本山とする真宗大谷派の願
がん

正
しょう

寺
じ

が建っています。すぐ東には柴
しば

籬
がき

神社の杜
もり

が見渡せます。江戸時代、

この地は丹
たん

北
ぼく

郡松原村上田でした。時には上田村とも表記します。

　同寺は、もともと真言宗でしたが、鎌
かま

倉
くら

時代後半の弘
こう

安
あん

３年

(1280) ごろ、柴籬宮社坊の円
えん

宗
そう

が浄土真宗に転宗したと伝えてい

ます。松原村などの氏神である柴籬神社境内に建っていた神宮寺の

僧が関わったというのです。願正寺の山号は柴籬山と称しますが、

こうした柴籬宮との連がりから付けられたとも考えられます。柴籬

の名が、５世紀前半に同地にミヤコを置いたと伝える 18 代反
はん

正
ぜい

天

皇の丹
たじ

比
ひ

柴
しば

籬
がきの

宮
みや

に由来することはいうまでもありません。大正時代

から現在まで、願正寺住職は上田の旧家であった松川氏がつとめて

いますが、それ以前は柴籬氏が寺を守っていた時期もありました。

　河内では、本願寺８世の蓮
れん

如
にょ

が明
めい

応
おう

年間 (1492 ～ 1500) に布教

した際、浄土真宗に転じたと伝える寺が多いのですが、願正寺の弘

安３年という寺伝を信じれば、ずい分早くから「南無阿弥陀仏」の

教えが松原に広まっていたことになります。しかし、願正寺がいま

のようにお寺として整っていったのは、江戸時代前半ごろからです。

元
げん

禄
ろく

５年 (1692)11 月にまとめられた松原村の『寺社帳』に、願正

寺は寛
かん

永
えい

年間 (1624 ～ 43) に円
えん

乗
じょう

が中興したとあります。

　円乗の後、東本願寺が末寺に下す『申
もうし

物
もの

帳
ちょう

』には、寛
かん

文
ぶん

３年 (1663)

３月、２代住職の円
えん

知
ち

の時に、願正寺の名を与えられると共に、親
しん

鸞
らん

聖人絵像を東本願寺 14 世の琢
たく

如
にょ

から下されたとあります。円知に

柴籬山願正寺の変遷
鎌倉期に真宗となったと伝える松原村上田の檀那寺　　上田 731

歴史ウォーク　No.136
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は寛文５年７月にも、聖徳太子やインド・中国などの七高祖像が本

山から下されました。いまも、本堂には本尊の阿弥陀如来像と並んで、

寛文年間に与えられたこれらの絵像が裏書と共に祀られています。

　先の『寺社帳』によると、元禄５年当時の願正寺は、わら葺
ぶ

きで

庇
ひさし

だけが瓦の道場 ( 本堂 ) とわら葺きの庫
く

裏
り

、瓦葺きの山門が建っ

ていました。この頃には堺御坊 ( 現難波別院堺支院 ) の末寺に入っ

ており、住職は４代の円
えん

流
りゅう

でした。

　願正寺の文化財として注目されるものとして、江戸時代半ばの宝
ほう

永
えい

２年 (1705) ２月と幕末の文
ぶん

政
せい

４年 (1821) ９月に本堂が再建され

たことを記す棟
むな

札
ふだ

があげられます。とくに、宝永２年棟札は市域に

現存するものでは古い時期のもので、５代円
えん

海
かい

は「奉再興造立河
か

陽
よう

松原願正寺道場一宇惣門徒中寄進」と記しました。また、12 代円
えん

瑞
ずい

時代の文政４年の棟札に、この時の棟
とう

梁
りょう

大工が地元の松原村新堂の

村田八良兵衛で、平野 ( 大阪市 ) の柳伊兵衛と共に担ったとあります。

　明治７年 (1874)、現在の松原小学校が願正寺に開校しました。

上田・新堂・立
たつ

部
べ

・西大塚などの子

弟が学びました。

願正寺が江戸時代

以 降、 地 域 の コ

ミュニケーション

の場であったから

でしょう。

願正寺
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　新堂２丁目の松原小学校や中央公民館の東側に商業施設が見られ

ますが、その東接する上田７丁目に記念碑と２基の墓石が残る区画

が設けられています。もともと小学校や公民館があるところは、下
しも

の池
いけ

でした。江戸時代以降、東堤に接する松原の上田村には、真宗

大谷派の福
ふく

應
おう

寺
じ

が建っていました。いまでは、境内の大半は駐車場

となり、建物は無くなっていますが、近くの同じ真宗大谷派の願
がん

正
しょう

寺
じ

( 上田７丁目 ) 住職が代務者となっています。

　福應寺旧地に残る石碑や墓石は、同寺住職たちの遺産です。記念

碑の正面は「当
とう

知
ち

庵
あん

碑」とあり、裏面には「大正元年十一月建設」「好
こう

楽
らく

社
しゃ

有志者」と刻まれています。傍らの墓石は、江戸期のものと思わ

れますが、２基とも剥落が激しく、年代ははっきりしません。「□
（福）

應寺墓」「釋
しゃく

尼
に

妙智」「釋恵了」や「了順」などの文字が判読できます。

　福應寺は江戸時代、東本願寺を本山としていましたが、東本願寺

の直
じき

末
まつ

ではなく、八尾の慈
じ

願
がん

寺
じ

の末寺でした。慈願寺の資料による

と、本尊の阿弥陀如来像は、東本願寺 13 世の宣
せん

如
にょ

によって、寛
かん

永
えい

16 年 (1639) 夏に与えられました。「木佛尊僧
（ ママ）

 河内国丹
たん

北
ぼく

郡松原庄上

田村惣道場福應寺」「但シ御印書ニ者
は

慈願寺下と有
これありそうろう

之候」とあります。

そして、その宣如を祀るため、15 世の常
じょう

如
にょ

によって、寛
かん

文
ぶん

13 年

(1673) ３月 25 日、「宣如上人真影」が下されました。「慈願寺下河

内国丹北郡松原庄上田村惣道場 福應寺常
じょう

什
じゅう

物
もつ

也
なり

」と見られます。続

いて、16 世一
いち

如
にょ

( 元
げん

禄
ろく

13 年・1700 年没 ) は、「親
しん

鸞
らん

聖人御影」や

聖徳太子とインド・中国僧など「太子七高祖」像を下したとあります。

上田村の福應寺
真宗大谷派　恵観と好楽社の「当知庵碑」　　　　　　 上田 732

歴史ウォーク　No.135・210
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　元禄５年 (1692)11 月の松原村の『寺社帳』によると、当時の住
じゅう

持
じ

( 住職 ) は、了
りょう

玄
げん

で、境内は「東西拾間、南北拾三間五尺」とあ

ります。本堂である道場と庫
く

裏
り

はわら葺
ぶ

き・瓦
かわら

庇
ひさし

で、門は瓦葺きで

した。寛永年間 (1624 ～ 43) に法
ほう

珎
ちん

が造立したとあり、以後、了
りょう

雲
うん

・了
りょう

嘉
か

・了雲・了玄が住持として仕えました。

　現在、願正寺には、福應寺に祀られていた阿弥陀如来像と喚
かん

鐘
しょう

が

移されています。このうち、喚鐘には「寛
かん

政
せい

四 壬
みずのえ

子
ね

年二月造之 惣

門徒中 河
か

州
しゅう

丹北郡松原村 上田福應寺 子
し

栄
えい

代世 常
じょう

什
じゅう

物
もつ

也
なり

」と刻まれ

ています。寛政４年 (1792) ２月、子栄住職の時につくられました。

　幕末から明治時代になると、恵
え

観
かん

が 40 年以上の長きにわたって

住職を務めました。恵観は、八尾・北
きた

木
き

の本
もと

の極
ごく

楽
らく

寺
じ

( 真宗大谷派 )

から入寺しました。一方、俳句や冠
かん

句
く

( 宗
そう

匠
しょう

が出した句の上五句で

ある冠に対し、中七字・下七字を付けて一句とするもの ) にも堪能

でした。恵観は三宅にあった冠句結社の好楽社に参加し、福應寺の

一偶を当知庵と名付け、冠句サロンも催しました。

　恵観は明治 44

年 (1911)、83 歳

で亡くなりました

が、好楽社の同人

たちは、恵観を偲

ん で 翌 大 正 元 年

(1912)11 月、 境

内に「当知庵碑」

を建立したのです。 福應寺
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　にぎやかな河内松原駅前の中
なか

高
こう

野
や

街道 ( 新道 ) を南へ５分も歩く

と、西側に古い家並みが残る反
は

正
じ

山
やま

の集落が見られます。ここは上

田５丁目ですが、江戸時代には松原村上田の出戸 ( 出入口 ) にあた

り、上田村とは別に反正山村ともよばれていました。いまも、反正

山実行組合とか反正山水利組合の名称が使われています。

　町の中央に、地蔵堂などが建つ広場があります。地蔵堂は、明治

末年ごろまでは北西側にあった浄土真宗本願寺派の善
ぜん

法
ぽう

寺
じ

の門前に祀

られていました。しかし、善法寺は 100 年ほど前の火事で焼け、いま

では廃寺となっています。地蔵堂には、反正山地蔵講が所蔵する「元
げん

禄
ろく

八年九月七日　松原ノ内阿
あ

保
おん

茶
ちゃ

屋
や

村」と刻まれた鰐
わに

口
ぐち

があります。

中高野街道と長
なが

尾
お

街道が交わる地に集落を形成した阿保茶屋村 ( 阿

保１・４丁目、上田１・２丁目 ) が元禄８年 (1695) につくったものです。

　善法寺は、江戸時代前半の万
まん

治
じ

３年 (1660) 正月の『松原村宗
しゅう

旨
し

改
あらため

帳
ちょう

』に「西本願寺下久
きゅう

宝
ほう

寺
じ

 永
えい

正
しょう

寺
じ

旦那」とあります。惣道場として、

西本願寺のもと、八尾市久宝寺にあった永正寺の下寺であったこと

がわかります。元禄５年 (1692)11 月の松原村『寺社帳』にも「浄

土真宗西本願寺 久宝寺村栄
えい

正
しょう

寺
じ

下 善法寺」と見られます。境内は

東西６間 ( 約 11m)、南北６間。道場は梁
はり

行
ゆき

３間、桁
けた

行
ゆき

５間、わら葺
ぶ

き・

瓦
かわらひさし

庇でした。山門は梁行５尺 ( 約 1.5m)、桁行８尺、瓦で葺いてい

ました。庫
く

裏
り

もあり、梁行２間、桁行３間、わら葺き・瓦庇でした。

　一方、西本願寺が所蔵する寛
かん

政
せい

４年 (1792) ごろの『河内国末寺帳』

は「栄正寺下反正山村 善法寺」と記し、松原村ではなく、身近な

反正山村の善法寺
明教寺に安置する康雲の阿弥陀如来像　　　　　　　　上田 533

歴史ウォーク　No.127・215
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反正山村を使っています。

　善法寺が上
うわ

寺
でら

とした永正寺 ( 栄正寺 ) は、創建時は八尾市福
ふく

万
まん

寺
じ

にありましたが、のち久宝寺に移ったものです。同寺は、江戸時代

初期以降、同じ久宝寺にあり、中河内や南河内の寺院を支配してい

た顕
けん

証
しょう

寺
じ

のもとで組織されていた有力集団である「河内十二門徒」( の

ち十二坊 ) の１つでした。八尾をはじめ、東大阪・羽曳野・松原な

どの村々に多くの門徒を持っていました。反正山村もその１つでし

た。しかし、永正寺は江戸時代末期ごろまでに廃寺となったようです。

　ところで、善法寺の本尊であった阿弥陀如来像と善法寺に下され

た浄土真宗開祖の親
しん

鸞
らん

聖人絵像や西本願寺 13 世良
りょう

如
にょ

上人絵像など

は、いまでは永正寺廃寺後、反正山村の門徒を引き継いだ、同じ「河

内十二門徒」の明
みょうきょう

教寺
じ

( 羽曳野市島泉 ) に移されています。

　明教寺に祀られる善法寺の阿弥陀如来像の足裏を調べると、ホゾ

木に「河
か

州
しゅう

反正山村 善法寺 康
こう

雲
うん

」と墨書されていました。康雲は、

姓は渡辺氏。京都・岡崎に住む江戸時代前半の西本願寺所属の仏師

で、各地で多くの

仏像をつくってい

ました。明教寺に

は、西川村 ( 羽曳

野市恵我之荘 ) の

旧教
きょう

勝
しょう

寺
じ

から移さ

れた阿弥陀如来像

にも康雲銘が残さ

れています。 善法寺址の地蔵堂広場　中央が地蔵堂
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　新堂３丁目の中
なか

高
こう

野
や

街道と住吉道が交わる地に、天
てん

保
ぽう

５年 (1834)

建立の「かうや」道、すなわち、高野山 ( 和歌山県 ) をしめす道標

があります。松原村新堂の地です。新堂村とも表記します。その東

側に真宗大谷派の良
りょう

念
ねん

寺
じ

が建っていますが、門前東側には江戸時代

までは真言宗の東
ひがし

之
の

坊
ぼう

があり、境内に十
じゅう

二
に

社
しゃ

権
ごんげんしゃ

現社が祀られてい

ました。東之坊は、上田７丁目の柴
しば

籬
がき

神社境内にあった観
かん

念
ねん

寺
じ

の末

寺でしたが、十二社権現の祭祀も行っていました。

　元
げん

禄
ろく

５年 (1692)10 月 25 日に書かれた松原村の『寺社 改
あらため

帳
ちょう

』が

あります。これによると、戦国時代の永
えい

禄
ろく

年間 (1558 ～ 69)、観念

寺と東之坊が建立されますが、この時、観念寺の住
じゅう

持
じ

( 住職 ) であっ

た秀
しゅう

盛
ぜい

によって、東之坊境内に十二社権現社も祀られたのでした。

　十二社権現とは、イザナギノミコトやイザナミノミコトなど紀

州の熊
くま

野
の

三山に祀られている天神７代、地神７代を祀ったもので

す。中世以降の熊野詣の無事を祈るため、参詣道沿いに熊野十二社

権現の分霊が祀られました。同時に高野詣も盛んになりましたので、

十二社権現が高野街道沿いでも信仰されていったのです。

　『寺社改帳』には、「寺社改之節、大坂奉行所江
え

上覧、広
ひろ

場
ば

山
さん

天神

宮観念寺住持覚
かく

運
うん

。新堂村東之坊住持抱
ほう

持
じ

」と上書きされていまし

た。広場山天神宮、つまり現柴籬神社にあった観念寺の住職の覚運

と東之坊の住職の抱持が、当地の寺社を支配する大坂奉行所に報告

したものです。この『寺社改帳』をもとに、翌 11 月に松原村の『寺

社帳』がまとめられ、松原村上田の庄屋宅に保存されていました。

新堂・十二社権現社の鎮座
真言宗・観念寺と東之坊の祭祀　　　　　　　　　　　新堂３34

歴史ウォーク　No.33・95・213
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　『寺社改帳』によると、十二社権現社は、東西７間３尺、南北６

間３尺の東之坊境内にあり、瓦葺きの門と木造鳥居が建っていま

した。しかし、慶
けい

長
ちょう

年間 (1596 ～ 1615) に災焼し、寛
かん

永
えい

年間 (1624

～ 43) に再建されたと記されています。慶長 20 年 (1615) の大坂夏

の陣で松原村などが戦場となっていますので、東之坊や十二社権現

社も焼かれたのでしょう。この時、観念寺も焼失しています。

　十二社権現社は明治以降、観念寺や東之坊が廃寺になったことか

ら、新堂村の鎮守社として村人によって守られるようになりました。

その後、中高野街道と住吉道が交わる先の天保５年建立の道標前に

あった芝池氏宅に鳥居や本殿が移されました。

　さらに、昭和 52 年 (1977) になって、現在の中高野街道新道のバ

ス道側の新堂栄町会館が建つ、もと谷
たに

門
かど

の淵を埋めた児童公園内に

移転したのです。いまでは、江戸時代半ばの寛
かん

保
ぽ

元年 (1741) ９月

吉日と刻まれた石鳥居と一
いっけんしゃ

間社流
ながれづくり

造の本殿が建っています。

　なお、観念寺は廃寺後、本尊十一面観音像や弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

像・不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

像は、柴籬神社

近くの上田７丁目

の上田観音堂に移

されています。同

じように、東之坊

の本尊であった地

蔵菩薩像も西側の

良念寺に預けられ

ました。 十二社権現社
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　中
なか

高
こう

野
や

街道の旧道が走る新堂３丁目に真宗大谷派の高
たか

鷲
わし

山
ざん

良
りょう

念
ねん

寺
じ

があります。室
むろ

町
まち

時代の永
えいしょう

正 12 年 (1515)11 月 28 日、良念寺の

上
うわ

寺
でら

であった慈
じ

願
がん

寺
じ

( 八尾市 ) の蓮
れん

西
せい

の願いによって、本願寺 9 世

の実
じつ

如
にょ

より「木
もく

佛
ぶつ

尊像」、つまり本尊の阿弥陀如来像が良念寺に下

されました。この頃、良念寺が創建されたのでしょう。

　江戸時代に入って、本願寺は東西に分かれますが、東本願寺を本

山 ( 真宗大谷派 ) とするようになった良念寺には、寺観を整えるた

め、江戸時代前半の寛
かん

文
ぶん

年間に慈願寺の住職法
ほう

円
えん

を通じて、本山

から絵像などの申物が下付されました。本山からの『申
もうし

物
もの

帳
ちょう

』には、

寛文３年 (1663) ３月 27 日に宗祖の親
しん

鸞
らん

聖人絵像である「御
ご

開
かい

山
ざん

様
さま

」

が下付されたとあります。ちなみに、翌 28 日には近くの同じ真宗

大谷派の願
がん

正
しょう

寺
じ

( 上田７丁目 ) にも「御開山様」が下されています。

　寛文７年 (1667) ３月 10 日には、「太子七高祖」が下されました。

浄土真宗のお寺にお参りすると、聖徳太子や浄土教の七祖であるイ

ンドの龍
りゅう

樹
じゅ

・世
せ

親
しん

、中国の曇
どん

鸞
らん

・道
どう

綽
しゃく

・善
ぜん

導
どう

、わが国の源
げん

信
しん

・法
ほう

然
ねん

の七僧の絵像が掛かっているのを見られたことがあるでしょう。

　『申物帳』に記された各寺院の下付年月をみても、江戸時代前半

の寛
かん

永
えい

年間から寛文年間、つまり 1620 ～ 60 年代ごろが活発であ

ることがわかります。この時期以降、市域の真宗寺院は現在と同じ

ように寺観が整い、人々に信仰されていったようです。

　良念寺には、のち宝
ほう

暦
れき

３年 (1753) ４月５日にも、延
えん

享
きょう

元年 (1744)

に亡くなった東本願寺 17 世真
しん

如
にょ

の真影が下付されています。

高鷲山と号する良念寺
17 世紀後半に寺観が整った市域の真宗寺院　　　　　 新堂 335

歴史ウォーク　No.94・95
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　宝
ほう

永
えい

２年 (1705) ６月に書かれた『松原村明細帳』によると、良

念寺境内は東西 13 間、南北 16 間半を測りました。また、いまの

上田・新堂・岡からなる松原村には 11 ヵ寺がありましたが、この

うち、東本願寺 ( 大谷派 ) の真宗寺院が６ヵ寺を占めています。

　良念寺に東接して、真言宗の東
ひがし

之
の

坊
ぼう

( 廃寺 ) や十二社権現社があ

りました。現在、良念寺本堂の本尊阿弥陀如来像の横には、東之坊

の本尊だった鎌
かま

倉
くら

時代のものと伝わる地蔵菩薩像が祀られています。

　ところで、良念寺の山号はなぜ「高鷲山」なのでしょうか。山号

は、地名の場合、おもにその所在地を示す意味でつけられます。例

えば、反
はん

正
ぜい

天皇のミヤコ跡と伝承される丹
たじ

比
ひ

柴
しば

籬
がきの

宮
みや

があったと伝え

る上田の柴籬神社の近くに建つ願正寺の山号は「柴籬山」です。

　現在、高鷲の地名は羽曳野市西部の町名や近鉄電車の駅名が残る

ように、新堂から東へ数 km も離れています。江戸時代、松原の村々

の西本願寺派の寺とも関わった羽曳野市島泉の明
みょうきょう

教寺
じ

( 浄土真宗本

願寺派、旧高鷲村 ) の山号も高鷲山です。良念寺は創建以来、寺地

を動いた記録 が

ありません。松原

地域の一部も、あ

る時期、高鷲とよ

ばれていた可能性

もあります。その

範囲は、いま以上

に広かったのかも

しれません。 良念寺
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　新堂３丁目に融
ゆう

通
づう

念
ねん

仏
ぶつ

宗の浄
じょう

光
こう

寺
じ

が建っています。前を走る道は

中
なか

高
こう

野
や

街道です。河内松原駅から岡の松原南小学校方面に向かうバ

ス道を中高野街道と思っておられる方も多いと思います。この道は、

大正時代に三宅方面からのルートを変え、新しく直進させた新道で

す。本来の中高野街道は、松原幼稚園や松原小学校を経て、新堂の

集落を通っていました。寺の西・南側の屋敷林で囲まれた住宅は、

新堂の庄屋で、明治時代の初代松原村長となった芝
しば

池
いけ

経
けい

太
た

郎
ろう

家です。

　浄光寺は、鎌
かま

倉
くら

時代末期の元
げん

亨
きょう

２年 (1322)、大
だい

念
ねん

仏
ぶつ

寺
じ

( 大阪市平

野区 ) を総本山とする融通念仏宗を中興した法
ほう

明
みょう

が各地を布教して、

念仏勧
かん

進
じん

道場として開いたと伝えています。しかし、この念仏道場

は、室
むろ

町
まち

時代の永
えい

正
しょう

元年 (1504)10 月に焼失していました。

　これを、江戸時代の元
げん

和
な

８年 (1622) に再建したのが、旅
りょ

休
きゅう

でした。

旅休は、生
せい

誉
よ

上人とよばれ、もともとは浄土宗の僧侶でしたが、江

戸時代の初めごろ融通念仏の教えに帰依したのでした。

　旅休が寺を守るようになって、浄光寺の名も与えられ、融通念

仏宗の中本山である丹
たん

南
なん

の来
らい

迎
ごう

寺
じ

の末寺となりました。寛
かん

文
ぶん

６年

(1666)10 月８日の『河
か

州
しゅう

丹南郡丹南村来迎寺末寺御改帳』には、「河

州丹
たん

北
ぼく

郡新堂　浄光寺　生誉　茂兵衛」とあり、生誉の名と共に檀

家を代表する茂兵衛の名も見られます。

　のち元
げん

禄
ろく

５年 (1692)11 月の松原村の『寺社帳』に、寺の境内は

東西四間 ( 約７m)、南北拾三間半 ( 約 24m) とあります。本堂は阿

弥陀堂とよばれ、わら葺
ぶ

きで庇
ひさし

だけは瓦で葺いていました。阿弥陀

阿弥陀如来となった浄光寺・旅休
松原村新堂の融通念仏宗　　　　　　　　　　　　　　新堂 336

歴史ウォーク　No.130
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如来像を本尊としています。再建以来、生誉 ( 旅休 ) が住職でしたが、

いまでは海
かい

深
しん

が務めていることも述べています。旅休は、60 年近

く浄光寺を守ってきましたが、13 年前の延
えん

宝
ぽう

７年 (1679)11 月６日

に亡くなっていました。『寺社帳』は、旅休長老と敬称しています。

　現在、本堂横に石造の舟型光
こう

背
はい

を持つ阿弥陀如来立像が立ってい

ます。実は、この像が旅休の墓として祀られています。浮彫りされ

た阿弥陀如来を旅休に見たて、向かって右側には「生誉上人旅休大

和尚」、左側には命日の「延宝 己
つちのと

未
ひつじ

十一月六日」と刻まれています。

ふつう、僧侶の墓は無
む

縫
ほう

塔
とう

( 卵塔 ) とよぶ卵型が多いのですが、旅

休は仏として祀られました。珍しいだけでなく、石造遺物としても

貴重なものでしょう。

　山門を入った右側に「栄
えい

和
わ

地蔵尊」とよばれる石造地蔵菩薩像も

祀られています。夜泣きを直すお地蔵さんとして、地元の人々に信

仰され、香
こう

華
げ

が絶えません。

　いまの本堂や山門は、寺に残る棟
むな

札
ふだ

や『本堂再建寄付帳』から、

天
てん

保
ぽう

２ 年 (1831)

に建てられたこと

がわかります。新

堂の檀家で代々、

医家であった、井
い

岡
おか

氏や伊藤利
り

助
すけ

と

いう棟
とう

梁
りょう

大工など

が、寺の維持や建

設にあたりました。 浄光寺
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　松原の伝説のなかで、古代史上、有名なものの 1 つに王
わ

仁
に

の聖
せい

堂
どう

の言い伝えがあります。　

　『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』によると、15 代応
おう

神
じん

天皇のころ、朝鮮半島の百
くだ

済
ら

か

ら学者の王仁が大和王権に招かれました。王仁は応神天皇の皇子で

ある菟
う

道
じの

稚
わけ

郎
いらつ

子
こ

の師となって、皇子に典籍を教えたとあります ( 応

神天皇 16 年条 )。一方、『古
こ

事
じ

記
き

』では、王仁は和
わ

邇
に

吉
き

師
し

と記され、

孔
こう

子
し

の『論
ろん

語
ご

』10 巻、『千
せん

字
じ

文
もん

』1 巻を貢進したと記されています。

　王仁の渡来は４世紀後半ごろと思われますが、『日本書紀』や『古

事記』とも、王仁は 西
かわちの

文
ふみ

氏
うじ

の祖と伝えています。西文氏は５～６

世紀半ばにかけて大和王権の中で文筆専門の氏族として活躍しまし

た。現在の羽曳野市古市に居住し、いまも法灯を掲げる西
さい

琳
りん

寺
じ

( 古

市２丁目 ) を氏寺としていました。

　江戸時代以後、儒
じゅ

学
がく

が盛んになるにつれ、王仁はわが国学問の祖

としてあがめられるようになりました。とくに、大阪は王仁に関す

る伝承が多く、枚方市藤阪には王仁墓が建てられています。また、大

阪市北区大淀南 ( もと大淀区大仁町 ) には王仁を祭神とする八
や

坂
さか

神社

が鎮座しています。高石市の高石神社も元来は王仁を祀っていました。

　江戸時代の享
きょう

保
ほう

20 年 (1735)、幕府の儒者の並
なみ

河
かわ

誠
せい

所
しょ

は、河内の旧

跡を踏査して『河
かわ

内
ち

志
し

』を著しました。丹
たん

北
ぼく

郡の項に「聖堂池は新堂

村にある。父老が言うには、池の傍らにかつて聖堂があったので池名

となった。いま宗像を安置した祠が祀られている」と書かれています。

　聖堂池は、いまでは清
せい

堂
どう

池
いけ

と書き、岡１丁目に所在します。池は

王仁の聖堂址伝説
学問の興隆を期待した河内の人々 　　　　　　　　　　 岡 137

歴史ウォーク　No.22・217
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中堤で分けられ、西側を清堂池、東側を宮
みや

ノ
の

池
いけ

とよんでいます。池

の南側は、埋めたてられて松原第六中学校が建っています。六中前

は、池に突き出た岬状となっており、そこに出
で

岡
おか

弁
べん

財
ざい

天
てん

が祀られて

います。池の南側すぐのところには、難
なに

波
わ

と大和 ( 飛
あ す か

鳥 ) を結んだわ

が国最古の官道の１つといわれる丹
たじ

比
ひ

道
みち

( 竹
たけの

内
うち

街
かい

道
どう

) が走っています。

　『河内志』にいう祠とは、いまの出岡弁財天を指すと思われます。

慶
けい

長
ちょう

20 年 (1615) の大坂夏の陣で祠 (「弁才天女」) は焼かれましたが、

寛
かん

永
えい

年間 (1624 ～ 43) に再建されたと松原村『寺社帳』( 元
げん

禄
ろく

５年

-1692 年 11 月 ) にあります。清堂池の所在する出岡は岡の分村で

すが、同池は新堂の水田灌漑用として活用されています。

　聖堂は、孔子を祀る堂です。わが国で孔子を祀ることが始まった

のは大
たい

宝
ほう

元年 (701) のことといわれ、王仁が出岡に聖堂を建てた事

実は不確かです。しかし、河内に聖堂が建てられたと江戸時代以後、

伝えられてきた背景には、当地の人々が河内に教育者王仁を顕彰し、

学問を広めたいという願望があったからではないでしょうか。

　清堂池から西南

一帯は、清堂遺跡

とよばれる旧石器

時代から近世に至

る複合遺跡です。

市内でも、最も古

くから開けた地域

の１つなのです。

出岡弁財天
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　市域南部の岡・立
たつ

部
べ

・丹
たん

南
なん

から堺市美原区および東区のあたりは、

河
かわ

内
ち

鋳
い

物
も

師
じ

とよばれた職人集団の居住地として有名です。

　河内鋳物師は、平安時代末期から鎌
かま

倉
くら

・室
むろ

町
まち

時代にかけて、全

国に出向いて梵
ぼん

鐘
しょう

や大
おお

湯
ゆ

船
ぶね

を鋳造したり ( 廻
かい

船
せん

鋳物師 )、鍋・釜・

鍬
くわ

・鋤
すき

などの製品を作り ( 土
つち

鋳物師 )、売り歩いていました。彼ら

の足跡は、全国に残る「大工河内国丹南郡」などと記された梵鐘銘

によってよく知られています。

　美原区真
しん

福
ぷく

寺
じ

・太
た

井
い

・余
あま

部
べ

や東区日
ひ き

置荘
しょう

の各遺跡が発掘され、河

内鋳物師の生産活動や暮らしぶりがわかってきました。本市でも中

央環状線沿いの立部２丁目地内や竹内街道に面した市営柏
かやの

木
き

住宅地

( 立部５丁目 ) の立部遺跡、そして岡２丁目の岡遺跡などで鋳造に関

わる遺
い

構
こう

や遺
い

物
ぶつ

が見つかっています。柏木住宅前には、竹内街道開

通 1400 年記念の『緑の一里塚」第１号モニュメントも建っています。

　このうち、岡遺跡は平成４年、府営松原岡住宅の建て替えに伴い、

大阪府教育委員会によって調査されたものです。河内鋳物師の工房

跡が、平安時代末期から室町時代後半 (12 ～ 15 世紀 ) にかけて確

認されました。とくに遺構の中心は、河内鋳物師が源
げん

平
ぺい

合戦の戦乱

で焼かれた奈良・東大寺の大仏の首を修復して脚光を浴びた鎌倉時

代前半 (13 世紀初め ) にあたります。

　調査地区では、銅や鉄の塊を溶かすための「こしき炉」とよぶ溶

解炉が２ヵ所見つかりました。これは、地面に浅い穴 ( 直径 0.9m、

深さ 0.2m) を掘ってモミ殻などを混ぜた粘土を張りつけ、炉
ろ

壁
へき

や

河内鋳物師の工房
岡遺跡の発掘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   岡２38

歴史ウォーク　No.32・195・211
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底をつくったものです。炉内には、溶けた銅や鉄の残りかすがアメ

状に固まっていました。 

　地上部の炉壁には、「ふいご」からの送風管を取りつけた穴が１ヵ

所残っており、鋳型を設置した土
ど

坑
こう

２ヵ所も見つかりました。

　ほかにも、鉄を溶解する過程で生じる不純物の鉄
てっ

滓
さい

を集めて捨て

た直径２m、深さ 0.7m 以上の土坑も全国で初めて検出されました。

捨てられた鉄滓は、3.6t にもおよんでいました。

　岡の工房では、鋳型の厚さや湾曲の度合いから、梵鐘や大型の鍋・

鉄瓶・茶釜などを大規模に鋳造していたことが予想されます。

　鋳造遺構の南側から南北 20m、東西５m におよぶ２間×９間の

大型建物跡も検出されました。調査地周辺の岡は、新堂・上田と共

に当時、京都・広
こう

隆
りゅう

寺
じ

( 右京区太
うず

秦
まさ

) が所有する松原荘でした。広

隆寺文書には、「松原荘の鋳物師の年貢が免除されていた」( 宝
ほう

徳
とく

３年 (1451)・享
きょう

徳
とく

元年 (1452)・享徳２年 ) と記されています。こ

のことから、この大型建物は荘園に関わるものとも考えられ、河内

鋳物師が松原荘の

庇護を受けていた

と想像されます。

　現在、府営住宅

の 北 側 緑 地 帯 に

「岡二丁目所在遺

跡」( 調査時点の

遺跡名称 ) の説明

板が建っています。 岡遺跡の説明板



松原歴史ウォーク

30

　河内松原駅方面から来た中
なか

高
こう

野
や

街道が新堂３丁目の融
ゆう

通
づう

念
ねん

仏
ぶつ

宗・

浄
じょう

光
こう

寺
じ

前を通り、岡の集落に入る手前に出
で

岡
おか

公民館が建っていま

す。そこは岡２丁目ですが、岡の本村からは出入口的な性格を持っ

ていましたので、出岡とよばれてきました。昭和前半ごろまで、岡

とは田畑で隔てられており、出
で

郷
ごう

として集落がまとまっていました。

　歴史的には、14 世紀前半の南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代、北朝方の丹
たん

下
げ

氏が松原

荘に松原城をつくったのですが、松原城は、別に剰
じょう

我
が

城ともよばれ

ていました。松原荘は、岡・新堂・上田の３村がまとまって形成さ

れた大村ですので、この剰我が、出岡の地名の初見かもしれません。

反対に、出岡の名が残ることから、剰我城を出岡に比定するほどです。

　いまでは、岡と出岡の旧集落の間にはびっしりと住宅が建ち、区

別がつきにくくなっていますが、出岡公民館は一般の建物とは違い、

屋根に一対の鴟
し

尾
び

を設けた寺院建築をとり入れています。では、な

ぜ出岡公民館が寺院様式なのでしょうか。それは、ここに西
さい

蓮
れん

寺
じ

と

いう真宗大谷派 ( 東本願寺が本山 ) の寺が江戸時代にあったからです。

　公民館の中に入ると、奥は寺の内陣となり、正面に「西蓮寺」の

額と共に喚
かん

鐘
しょう

や、宮
くう

殿
でん

に祀られた本尊の阿弥陀如来像が立っておら

れます。同寺は近代に入って廃寺となりましたが、出岡の檀
だん

那
な

寺
でら

と

して、何百年にもわたって、人々の信仰を守ってきました。

　西蓮寺は、江戸時代前半の元
げん

禄
ろく

５年 (1692)11 月に出された松原

村の『寺社帳』に、次のように記されています。

　「浄土真宗東本願寺堺御
ご

坊
ぼう

末寺、西蓮寺、看
かんぼう

坊春
しゅんりょう

了」

西蓮寺から出岡公民館へ
出岡の真宗大谷派　公民館安置の阿弥陀如来像　　　　　岡 239

歴史ウォーク　No.41・212
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　「境内 東西四間、南北拾間弐
に

尺」

　「道場 梁
はり

行
ゆき

弐間、桁
けた

行
ゆき

五間 瓦葺」

　「庫
く

裏
り

 梁行壱
いっけん

間半、桁行弐間 瓦葺」とあります。

　つづいて、「右之
の

道場往
おう

古
こ

ゟ
より

有
あり

来
きた

り、開基年暦　知レ不
もうさず

申、代
だい

々
だい

看坊ニ持せ来り 候
そうろう

」と見られます。

　つまり、瓦葺きの本堂である道場と住職の看坊が住む瓦葺きの庫

裏が建っていました。また、創建年はわかりませんが、古くから同

地にあり、住職が住んでいたとあります。この時は、春了が寺を守っ

ていました。東本願寺を本山とする浄土真宗ですが、堺御坊 ( 現難

波別院堺支院、堺市堺区 ) の末寺であったこともわかります。

　公民館入口の西側には、地蔵堂も見られます。中には、地蔵菩薩

像が光
こう

背
はい

に浮彫りされ、右手に錫
しゃくじょう

杖、左手に宝
ほう

珠
じゅ

を持つ通例のお

姿で祀られています。

　光背には「釋
しゃく

覚
かく

智
ち

」「享
きょう

保
ほう

廿乙
きのと

卯
う

年三月十一日」と刻まれています。

江戸時代中ごろの享保 20 年 (1735) ３月 11 日に造立されたもので、

覚智という人が関

わりました。光背

の上部が少し欠損

していますが、西

蓮寺に付随するお

地蔵さまとして、

いまも信仰をうけ

ています。

西蓮寺跡の出岡公民館
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　岡５丁目に建つ岡公民館は、昭和 58 年に増
ます

池
いけ

の西半分を利用し

てつくられたものです。また、池の東側は埋めたてられ、岡公園にな

りました。道をはさんだ南側にも、昭和 48 年まで新池が水をたたえ

ていましたが、いまでは宅地化されています。この２つの池の間を東

西に走っている道が竹
たけのうち

内街道で、わが国の古道の１つとして有名です。

　竹内街道は、『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』推
すい

古
こ

天皇 21 年 (613)11 月の「難
なに

波
わ

より京

に至る大
おお

道
じ

を置く」の記述の道とも考えられ、当時は丹
たじ

比
ひ

道
みち

とよばれ

ていたともいわれています。堺市堺区の大
おお

小
しょう

路
じ

から東南に向かい、北

区の金
かな

岡
おか

神社付近で、天美西で発掘された南北に走る難
なに

波
わ

大
だい

道
どう

と交差

したと考えられます。西
にし

除
よけ

川
がわ

を渡ると、市域に至ります。岡の町並み

を進み、立
たつ

部
べ

の南部を横切り、羽曳野市古市を経て、太子町二上山

の南で竹内峠を越えて大和に入ります。葛
かつらぎし

城市の長
なが

尾
お

神社の北側で

長尾街道と一緒になり、大和の古道である横
よこ

大
おお

路
じ

と接続したようです。

　ただ、竹内街道は「最古の官道」といわれて、古道のイメージが

強いのですが、いまのところ、市域では古代にさかのぼる道路遺
い

構
こう

や遺
い

物
ぶつ

は検出されていません。

　江戸時代以降、竹内街道をはさんで新
しん

池
いけ

・増池が見られました。

「新」や「増」の池名から、江戸時代半ばまでに新しく２つの池が

掘られたのでしょう。宝
ほう

永
えい

２年 (1705) ６月の『河内国丹
たん

北
ぼく

郡松原

村明細帳』に「新池  長六拾三間、横五拾六間三尺」「今
いま

池
いけ

  長三拾五間、

横六間」とあります。今池は増池のことで、これまで岡の田畑を潤

していた菅
すが

池
いけ

( 堺市美原区大
だい

保
ほ

) だけでは水が不足していったのです。

歴史街道としての竹内街道
最古の官道から江戸～大正時代の信仰・商業の道　 　     岡５40

歴史ウォーク　No.11・109・139・179・181・195
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　古道も人々の往来の増加と共に整備されていきました。岡では南

北に走る中
なか

高
こう

野
や

街道を起点に、西に入る道を北から円
えん

正
しょう

寺
じ

前を北

筋、泉
せん

福
ぷく

寺
じ

前を中筋といい、竹内街道を茶
ちゃ

屋
や

筋とよんでいました。

　竹内街道が茶屋筋とよばれるわけは、大坂から中高野街道を通っ

て狭山や高野山 ( 和歌山県 ) に行く人々や、堺から竹内街道を利用

して葛
ふじ

井
い

寺
でら

・道
どう

明
みょう

寺
じ

( 藤井寺市 ) や聖徳太子の墓のある上
かみ

ノ
の

太
たい

子
し

( 太

子町 )、遠くは伊勢神宮 ( 三重県 ) にお参りする旅人や商人のため

の茶屋や宿屋が両道の交差するあたりに建っていたからです。

　明治時代には、小野屋・柳屋・かごや・月之屋・丸万・太刀屋な

どの店があり、松原茶屋とよばれたそうです。大正３年 (1914)7 月

に開店した更
さら

池
いけ

銀行 ( のち、三和銀行へ ) 松原支店も、竹内街道と

中高野街道の西北角にあり、モダンな大正建築として異彩をはなっ

ていました。

　しかし、近鉄電車が大正 12 年 (1923) に阿部野橋から河内松原を

経て道明寺駅方面と結ばれたことから、徐々に街道の往来は減って

いきました。

　松原市は、歴史

街道としての竹内

街道を広く知って

もらえるよう、岡

公園内に立派な記

念碑を建てていま

す ( 平 成 24 年 ３

月建 )。 竹内街道の記念碑
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　天皇や上
じょう

皇
こう

をはじめ、京都の貴族や僧侶たちは、平安時代後半か

ら、空
くう

海
かい

( 弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

) が眠る高野山 ( 和歌山県 ) に参拝するようにな

りました。久
きゅう

安
あん

４年 (1148) ６月、仁
にん

和
な

寺
じ

の覚
かく

法
ほう

法
ほっ

親
しん

王
のう

は高野街道を

通って高野詣をする途中、松原庄で一泊しています。松原庄は、上

田・新堂・岡の地です。この松原庄の名が、市名「松原」の初見です。

　同道は、大阪市平野区から三宅・阿保・上田・新堂・岡・丹
たん

南
なん

を

南北に結び、中
なか

高
こう

野
や

街道と称しています。高野山へは、生駒山麓の東

高野街道や堺を通る西高野街道、あるいは天美や布
ぬの

忍
せ

を通る下
しも

高野街

道も利用されました。ただし、東・中・西・下という名称は明治時代

以降に定着してきました。江戸時代は、高野道とよんでいたようです。

　江戸時代後半ごろから、庶民の旅が盛んになりました。中高野街

道は、平野区の杭
く

全
また

神社の近くにあった一
いち

里
り

塚
づか

を起点としています。

三宅と阿保の境にあった阿保浄水場の南側に以前、一里塚がありま

した。平野から一里 ( 約４km) の距離を測り、江戸時代の絵図には

小山が描かれ、一里山という小
こ

字
あざ

も残っています。ここから南に行

くと、阿保と上田を分ける長
なが

尾
お

街道に交差します。堺方面からの旅

人で賑わいましたので、茶屋が設けられ、阿
あ

保
おん

茶
ちゃ

屋
や

とよばれました。

　河内松原駅西側から松原小学校前や新堂集落をなおも南下すると、

岡５丁目の竹内街道と交わる松原南図書館前に出ます。入口には、

寛
かん

政
せい

９年 (1797) ６月、「いせこう中」 が建てた「左さやま　三
みっ

日
か

市
いち

　

かうや道」「右ひらの　大坂道」「左さかい道」と刻まれた道標があ

ります。ここも、松原茶屋とよばれました。なお、中高野街道はこ

中高野街道に息づく大師堂
空海を慕い、信仰を続ける岡観音講の人びと　　　　　　岡５41

歴史ウォーク　No.80・139・195



南東コース

35

こから交差する竹内街道を東へ重なって少し行くと、同じく寛政９

年、伊勢講が建てた「左　ふちゐ寺　上太子　やまと道」「右　さ

やま　( 三日市 )　こうや」「左　ひらの　大坂道」の道標があります。

　反対の西の堺へ向かう竹内街道を 200m ほど行くと、空海を祀

る大
だい

師
し

堂
どう

( 岡５丁目 ) が建っています。もともとは増
ます

池
いけ

の東畔にあ

りましたが、池の半分は埋められ、岡公園となっています。

　大師堂の創建は明治時代のことですが、高野山大
だい

円
えん

院
いん

より招請し

たという空海坐像・不動明王立像・板
いた

彫
ぼり

千手十一面観音立像が安置

されています。密
みっ

教
きょう

様式の厳しい表情が特徴です。境内には、明治

43 年 (1910) ４月に岡の人々と大阪の明治組が奉納した石造不動明

王立像や、室
むろ

町
まち

時代の石造阿弥陀如来坐像２体も祀られています。

　大円院と関わりがあるのは、大師堂に長く住持した神
かん

田
だ

覚
かく

栄
えい

( 正

寿院大法師 ) が大円院で修行をされたからです。覚栄は、幕末の嘉
か

永
えい

５年 (1852) 生まれ。昭和 18 年 (1943) に亡くなるまで、大師信

仰を支えてきました。覚栄の永
えい

代
たい

供養が大円院で行われています。

　以後、大師堂は

岡の観音講によっ

て守られています。

毎年４月 21 日の

大祭には大円院で

修行された僧侶が

こられ、護
ご

摩
ま

が焚

かれて、大いにに

ぎわいます。 大師堂
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　岡５丁目の中
なか

高
こう

野
や

街道を西に入った北筋に、東本願寺を本山とす

る真宗大谷派の信
しん

道
どう

山
ざん

円
えん

正
しょう

寺
じ

が建っています。もともとは、羽曳野市

南恵我之荘や立
たつ

部
べ

・西大塚地区の小
こ

𡈽
づち

墓地東側に創建されていました。

　奈良時代、行
ぎょう

基
き

作の本尊を祀ったという伝承を持ち、小
こ

𡈽
づち

山
さんこうふく

向福

寺
じ

とよばれました。寺推定地からは、室
むろ

町
まち

時代 (15 世紀 ) から江戸

時代前半の遺
い

構
こう

や遺
い

物
ぶつ

が見つかっています。

　延
えん

宝
ぽう

５年 (1677)10 月７日に調べられた円正寺の『本尊録』によると、

火災に遭った同寺を寛
かん

永
えい

年間 (1624 ～ 43) に、住職の正
しょう

善
ぜん

が小𡈽か

ら現在地の松原村岡 ( 岡村とも表記します ) に移して再建し、小𡈽山

の山号はそのままに円正寺と号したと伝えています。火災は、慶
けい

長
ちょう

20 年 (1615) の徳川方と豊臣方との大坂夏の陣によって戦場となった

からでしょう。本堂に祀られている本尊の阿弥陀如来立像には焼けた

痕跡が見られますが、これはこの時の被害によると伝えられています。

　本山の東本願寺から末寺に免許下付された記録帳である『申
もうし

物
もの

帳
ちょう

』に、円正寺に寛
かん

文
ぶん

２年 (1662) ２月２日、東本願寺 13 世宣
せん

如
にょ

の

絵像が下されたことが見られます。また、同３年６月 10 日に「御
ご

開
かい

山
ざん

様
さま

」の親
しん

鸞
らん

聖人絵像が下され、同６年 12 月 15 日にも、聖徳

太子などの「太子七高祖」が下されました。

　その後も、円正寺は元
げん

禄
ろく

５年 (1692)11 月の松原村の『寺社帳』

に「東本願寺堺御坊末寺」とあり、境内は東西六間、南北拾三間二

尺でした。本堂や庫
く

裏
り

がわら葺
ぶ

きで、庇
ひさし

だけが瓦葺きであること、

山門は瓦葺きであることも記しています。

向福寺から円正寺へ
三河・源徳寺　小𡈽山から信道山へ　　　　　　　　　  岡 542

歴史ウォーク　No.55・179
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　先の『本尊録』は、寺が小𡈽から岡に移った寛永年間に正善が中

興初代住職となった後、正
しょう

月
げつ

を経て、２代正善が延宝５年に調べた

ものを元禄５年 11 月に、時の住職の清
せい

岸
がん

が写したものです。とくに、

興味深いのは２代正善が三
み

河
かわ

( 愛知県 ) の吉
き

良
ら

( 西尾市 ) にある同

じ真宗大谷派の源
げん

徳
とく

寺
じ

の僧で、同寺から円正寺に入寺したことです。

　山号にこだわりますが、『本尊録』が書かれた延宝や元禄期の 17

世紀末には、まだ、小𡈽山の山号でした。しかし、天
てん

明
めい

８年 (1788)

の過去帳には「信道山円正寺  所持」とあり、18 世紀後半に、いま

の信道山の山号に変わっています。実は、信道山こそ正善の前住寺

院である源徳寺の山号でした。

　源徳寺は「忠
ちゅう

臣
しんぐら

蔵」で知られる吉
き

良
ら

上
こう

野
づけの

介
すけ

の領地でした。また、

幕末の慶
けい

応
おう

２年 (1866) に伊
い

勢
せ

神
かん

戸
べ

( 三重県 ) の荒
こう

神
じん

山
やま

の血闘で亡く

なった任侠の吉
き

良
らの

仁
に

吉
きち

の墓があることでも有名です。仁吉墓は、清
し

水
みずの

次
じ

郎
ろ

長
ちょう

が仁吉の一周忌に菩提寺の源徳寺に建てたものです。

　円正寺の檀家たちは、文
ぶん

政
せい

５年 (1822) ５月、円正寺歴代住職の

墓を岡の共同墓地

で あ る 浄
じょう

𡈽
ど じ

寺 墓

地 ( 堺市美原区大
だい

保
ほ

) に建てました。

墓地北側の中央に

ある墓石には、正

面に「円正寺墓」、

基 礎 石 に「 寺 子

中」とあります。 円正寺
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　中
なか

高
こう

野
や

街道から中筋を西に入った岡５丁目に、東本願寺を本山と

する真宗大谷派の泉
せん

福
ぷく

寺
じ

が建っています。寺伝によると、室
むろ

町
まち

末期

の弘
こう

治
じ

元年 (1555) ９月 27 日に亡くなった頓
とん

法
ぽう

を開基としています。

　江戸時代前半、東本願寺が末寺へ免許下付 ( 授与 ) した『申
もうし

物
もの

帳
ちょう

』には寛
かん

文
ぶん

２年 (1662) ７月８日、「河
か

州
しゅう

丹
たん

北
ぼく

郡松原庄岡村 泉福

寺 良
りょう

春
しゅん

」に「御
ご

開
かい

山
ざん

様
さま

」、すなわち当時の７代住職良春に宗祖の

親
しん

鸞
らん

聖人の絵像が与えられたと記しています。さらに、寛文 10 年

(1670) ３月５日には、聖徳太子など「太子七高祖」の絵像も下さ

れています。いまも本堂には、これらの絵像が掛けられ、下付した

東本願寺 14 世琢
たく

如
にょ

の花
か

押
おう

( 書判 ) を持つ裏書が見られます。

　このことから、寛文期ごろに泉福寺がこれまでの道場から、いまの

ような寺院としての体裁を整えていったことがわかります。『申物帳』

に本尊の木仏の記載がありませんが、現在、本尊として祀られている

阿弥陀如来立像は、鎌
かま

倉
くら

時代様式を持つ写実的な一
いち

木
ぼく

造
づくり

の古仏です。

他寺で祀られていた阿弥陀仏が泉福寺に迎えられたとも考えられます。

　泉福寺は、元
げん

禄
ろく

５年 (1692)11 月に書かれた岡・新堂・上田から

成る松原村の『寺社帳』に、「浄土真宗東本願寺堺御坊末寺」とあって、

「境内東西拾間、南北拾三間半」と記されています。本堂にあたる道

場や庫
く

裏
り

・山門は瓦葺
ぶ

きとあり、これは慶
けい

長
ちょう

20 年 (1615) の大坂夏

の陣によって、松原地方が戦場化して焼失したのち、寛
かん

永
えい

年間 (1624

～ 43) に再建されたものです。この時の住職は、８代良
りょう

玄
げん

でした。

　元禄期、泉福寺は現在の殿
との

馬
ば

場
ば

中学校 ( 堺市堺区 ) 近くにある堺

泉福寺の文化財
松原村岡の真宗大谷派　本尊・絵像・欄間・地蔵像　　　岡 543

歴史ウォーク　No.178
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御坊 ( 難波別院堺支院 ) の末寺でした。松原村では、円
えん

正
しょう

寺
じ

( 岡 )・

西
さい

蓮
れん

寺
じ

( 出
で

岡
おか

)・願
がん

正
しょう

寺
じ

( 上田 ) も堺御坊の末寺になっていました。

　寛永年間に再建された本堂は、11 代住職幸
こう

存
ぞん

の文
ぶん

化
か

７年 (1810)

に再び建て替えられました。いま見る本堂がそれですが、この時、

檀家として特に力を入れたのが岡村の山田定
さだ

右
え

衛門
もん

、仁
に

左
ざ

右
え

衛門
もん

親

子でした。定右衛門は、文
ぶん

政
せい

２年 (1819) にも石灯籠を寄進し、い

まも本堂前に建てられています。

　本堂に上がると、内陣と外陣を分ける欄
らん

間
ま

が目に入り、鳳
ほう

凰
おう

をあ

しらった見事な彫り物が施されています。その下部裏側に墨書銘が

あり、「寄進 貞
じょう

享
きょう

三年□□□ 施主田
た

守
もり

十兵衛」と読めます。文化期

の本堂ですが、貞享３年 (1686) に使われていた古材の欄間をはめこ

んだのです。施主の田守氏は岡村の分村である出岡村の檀家でした。

　山門前の地蔵堂に祀られている３体の石仏も大切にされています。

このうち左右２体の地蔵菩薩像は通例の左手に宝
ほう

珠
じゅ

、右手に錫
しゃくじょう

杖

を持つお姿です。とくに、左側の像の光
こう

背
はい

には「正
しょう

徳
とく

三巳
み

五月三日」

と刻んでおり、正

徳 ３ 年 (1713) に

亡くなった童子の

ためにつくられま

し た。 毎 年 ８ 月

24 日の地蔵盆に

は、本堂に移され、

お参りを受けてい

ます。 泉福寺
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連
れん

理
り

の松　丹
たん

北
ぼく

郡松原の庄　間
ま

西
さい

天
てん

の神木也

狂歌　　　　　　　　　　 利
とし

光
みつ

○しなたれるひよく連理の松か枝に人目も恥もしら藤の花

同　　　　　　　　　　　 松
しょう

緑
ろく

○葉をしきてふたりねせしハこれそこの連理の松のあれはなりけり

○巣やかけん比
ひ

翼
よく

連理の松の枝　意
い

朔
さく

○契り来なけ連理のまつそ郭
かつ

公
こう

　如
にょ

貞
てい

○心かハりするな連理の松の色　器
き

水
すい

　これらの狂歌や俳諧は、延
えん

宝
ぽう

７年 (1679) に出版された『河内鑑
かがみ

名所記』に収められたものです。同書は、河内柏原の三
さん

田
だ

浄
じょう

久
きゅう

が河

内国で見聞した名所・旧跡に関する伝承や由来を地誌の形にしたも

のです。そこには、同地を訪れた人々の狂歌や俳諧を紹介しています。

　そのうちの１つに、丹北郡松原庄にある間西天の神木「連理の松」

がとりあげられているのです。松原庄は、現在の上田・新堂・岡の

地域にあたり、間西天はいまの岡３丁目の松原南小学校前に鎮座す

る正
まさ

井
い

殿
でん

をいいます。素
す

盞
さの

鳴
おの

命
みこと

を祭神とし、岡と立
たつ

部
べ

地区の人々に信

仰されていました。一時期、竹内街道沿いにも祀られていましたが、

村々で病気がはやったということで再び旧地に戻っています。その際、

正井殿の常夜燈の一部が近くの真宗大谷派の円
えん

正
しょう

寺
じ

本堂前の庭に移

されています。なお、明治７年 (1874) の『壱
いっ

村
そん

限取調帳』に、正井

殿は反
はん

正
ぜい

天皇が丹
たじ

比
ひ

柴
しば

籬
がきの

宮
みや

で玉
ぎょく

水
すい

を汲んだ井戸跡だと伝えています。

　この正井殿の境内に、江戸時代前半ごろ「連理の松」とよぶ河内

正井殿の「連理の松」
縁結びや安産を願い信仰された神木のマツ　　　　　　  岡 344

歴史ウォーク　No.21・68
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でも評判のマツが見られたのです。「連理」とは１本の木の枝が他

の木の枝につき、１本の木のようになることです。歌にある「比翼」

は「連理」と結びついて「比翼連理の契り」ということばになって、

男女・夫婦の仲がきわめて親密なことのたとえに使われています。

そこから、縁結びや安産の神木として崇拝されるようになりました。

　正井殿の「連理の松」を詠んだ利光は大和宇
う

陀
だ

郡 ( 奈良県 ) の久野氏、

松緑は大坂の小野氏、意朔は大坂の伊勢村氏、如貞は大坂の井口氏、

器水は河内石川郡の人であり、各地から神木を愛でに訪れています。

　松原市緑化協会は市内社寺林の調査を行っていますが、その中で

正井殿はマツを主体とする単木型景観林で、直径 40cm 前後のクロ

マツも４本生育していることが報告されています (「緑と花」昭和 55

年 13 号、平成４年 37 号 )。江戸時代の神木「連理の松」は、すでに

枯れて現存しませんが、当時の松林の景観が今日まで受け継がれて

いるといえるでしょう。本市は、マツが長寿や節操を象徴する木で

あることや松原庄の地名から、マツを市木に選定しているほどです。

　研究団体の松原

の郷土を知る会も、

市内の樹木を調べ

た冊子『松原の樹

木』とマップの『ま

つばら歴史さんぽ　

樹木紀行』を発行

しています (2015

年３月 )。 正井殿
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　元
げん

亀
き

元年 (1570) ９月 12 日夜半、大坂の石山 ( 現大阪城内および

周辺 ) にある本願寺の拠点であった大坂本願寺の鐘が鳴り響きまし

た。これが天下人をめざす織田信長と本願寺との 11 年にもわたる、

いわゆる大坂合戦の幕開けでした。当初は一進一退でしたが、やが

て大坂本願寺側が不利な状況に陥りました。

　天
てん

正
しょう

８年 (1580) ３月、本願寺 11 世顕
けん

如
にょ

は信長と和睦し、顕如は

７月に大坂本願寺を退出することになりました。ところが、顕如の

長男である 23 歳の教
きょう

如
にょ

が籠城を主張したことから、顕如だけが４

月９日に大坂を出て、紀州の鷺
さぎの

森
もり

( 和歌山市 ) に退いたのです。

　教如は以後も徹底抗戦をよびかけ、約４ヵ月間、本願寺にとどま

りました。しかし、ついに８月２日、本願寺に火を放って大坂を脱

出して同じく紀州の雑
さい

賀
が

( 和歌山市 ) に向かったのです。

　脱出１ヵ月後の９月６日、教如は一通の檄
げき

文
ぶん

を立
たつ

部
べ

村の栄
えい

久
きゅう

寺
じ

に

送りました。それは、河内国の坊主衆や門徒衆にあてたものです。

　その内容を要約しますと、

「( 天正８年 ) ８月２日、大坂を退出して雑賀におります。このた

びのことは残念ですが、出城の破却もやむをえないことです。私の

ことは気づかいいりません。みなさんがそれぞれ法義を行い、今後

とも宗門を守ることを、ただ頼むだけです」

　とあり、苦しい心境がつづられています。教如は天正８年から翌

９年にかけて、こうした檄文を各地に出しました。しかし、いまの

ところ、河内ではこの栄久寺文書しか見つかっておらず、寺宝とし

栄久寺にあてた教如の決意
大坂合戦で徹底抗戦した若き教如の檄文　　　　　　　立部 145

歴史ウォーク　No.50・190
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て大切に残されており、松原市指定有形文化財となっています。

　栄久寺は、立部１丁目にあります。山号を願
がん

成
じょう

山
ざん

といい、真宗大

谷派ですが、もともとは真言宗で観音寺とよばれていました。戦国

時代の明
めい

応
おう

年間 (1492 ～ 1501)、本願寺８世蓮
れん

如
にょ

の布教によって浄

土真宗に改宗し、栄久寺と名を変えました。 

　寺伝によれば、教如の脱出に際し、栄久寺住職の良
りょう

円
えん

は門徒の人

たちと共に支援を惜しまなかったといいます。このことから、教如

が手紙を栄久寺に出したと思われます。

　教如はのち本願寺 12 世を継ぎますが、まもなく隠居を余儀なく

され、慶
けい

長
ちょう

７年 (1602)、東本願寺を創立してその初代となります。

栄久寺は、教如との関わりから東本願寺を本山と仰ぐのです。

　栄久寺本堂には、本願寺 15 世常
じょう

如
にょ

が延
えん

宝
ぽう

５年 (1677) に下した本

尊の阿弥陀如来像が祀られています。その両側には、「教如上人真

影」と共に宗祖の親
しん

鸞
らん

聖人絵像も祀られていますが、これらはすで

に本願寺 14 世の琢
たく

如
にょ

が万
まん

治
じ

４年 (1661) に下付したものです。

　同寺には、戦国

時代の本願寺９世

実
じつ

如
にょ

が 書 写 し た 

とされる「南
な

无
む

不
ふ

可
か

思
し

義
ぎ

光
こう

如
にょ

来
らい

」の

九字名号と「南無

阿弥陀仏」の六字

名号も伝えられ

ています。 栄久寺
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　融
ゆう

通
づう

念
ねん

仏
ぶつ

宗は、平安時代後半の天
てん

治
じ

元年 (1124) に京都・大原 ( 左

京区 ) の天台僧、良
りょう

忍
にん

によって開かれました。良忍が大
だい

治
じ

２年 (1127)、

摂津の平野 ( 大阪市平野区 ) に建てた大
だい

念
ねん

仏
ぶつ

寺
じ

を総本山としています。

　天
てん

承
しょう

元年 (1131)、良忍は念仏の教えを広めるため、市域南端の

丹
たん

南
なん

３丁目に阿弥陀如来像を安置する堂を建て、融通念仏十ヶ郷辻
つじ

本
ほん

大
だい

勧
かん

進
じん

阿
あ

弥
み

陀
だ

寺
じ

と号しました。

　時の鳥
と

羽
ば

上
じょう

皇
こう

や崇
す

徳
とく

天皇は、良忍に帰依していたことから、融通

念仏の教えは各地に広まったのでした。しかし、良忍の死後は衰退

し、大念仏寺や阿弥陀寺などの堂塔も壊廃していきました。

　鎌
かま

倉
くら

時代末期、そこに現れたのが法
ほう

明
みょう

でした。法明は、元
げん

亨
きょう

元年

(1321)、大念仏寺７世となり、融通念仏宗を復興しました。続いて

法明は、良忍の聖跡と伝える阿弥陀寺が荒れるのを惜しみ、近く

の菅
すご

生
う

神社 ( 堺市美原区菅生 ) より感得した阿弥陀如来画像を勧請

して、同寺を中興したのです。そして、正
しょう

中
ちゅう

元年 (1324)、阿弥陀

寺から河内十箇郷六本別寺諸
しょ

仏
ぶつ

山
ざん

護
ご

念
ねん

院
いん

来
らい

迎
ごう

寺
じ

と寺号を改めました。

この再建時に植えられたのが、客殿の庭に見られる樹齢 600 年と

いわれる大阪府指定天然記念物のイブキの木と伝えられています。

　この時、法明は来迎寺中興と共に、法
ほう

明
みょう

寺
じ

( 大阪市平野区喜
き

連
れ

)、

良
りょう

明
みょう

寺
じ

( 奈良県生駒郡平
へ ぐ り

群町久安寺 )、極
ごく

楽
らく

寺
じ

( 河内長野市古野 )、大
だい

念
ねん

寺
じ

( 南河内郡河南町大ヶ塚 )、高
こう

安
あん

寺
じ

( 八尾市水越 ) の各寺も開基

したのです。のち、これら６ヶ寺は融通念仏宗の中本山となりました。

　来迎寺は江戸時代以降、河内国丹
たん

北
ぼく

・丹南・八
や

上
かみ

郡、および摂津

来迎寺と法明上人
丹南に広まった融通念仏の教え　　　　　　　　　　　丹南 346
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国東成・西成・百
く

済
だら

・住吉郡にある 36 ヶ寺をまとめたのでした。来

迎寺には、法明の大衣が寺宝として残されています。また、境内墓

地には法明の供養塔が歴代住職の墓塔と並んで祀られているのです。

　現在、来迎寺東側の商業施設が建っている地が発掘されています。

そこは、江戸時代、高木氏の丹南藩１万石の陣屋のあったところで

す。調査では、陣
じん

屋
や

遺
い

構
こう

と共に、その下層から室
むろ

町
まち

時代後半の「来

迎寺」と刻した軒
のき

丸
まる

瓦と鬼瓦が検出されました。このことから、江

戸時代、陣屋の建設に伴い、寺域が西に移動した可能性があります。

以後、来迎寺は高木氏の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

として信仰を受けてきました。

　融通念仏宗は河内や摂津・大和で隆盛をみましたが、総本山の大

念仏寺の上人 ( 貫主 ) に松原出身の僧が３人も名をとどめています。

室町時代の大
だい

永
えい

元年 (1521) に 29 世となった三宅村の法
ほう

融
ゆう

上人。続

いて享
きょう

禄
ろく

２年 (1529) に 30 世となった丹南村の道
どう

阿
あ

上人。桃山時代

の文
ぶん

禄
ろく

５年 (1596) に 34 世となった布
ぬの

忍
せ

・高木村の宗
そう

圓
えん

上人です。

　なお、来迎寺本堂は現存する江戸時代前半の承
じょう

応
おう

２年 (1652) の

棟
むな

札
ふだ

から、その時

に再建されている

ことがわかり、市

域最古級の寺院建

築です。江戸時代、

融通念仏宗の中本

山 と し て 格 式 を

持った堂々とした

建物です。 来迎寺
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　譜
ふ

代
だい

大名、高木氏の丹
たん

南
なん

藩１万石の陣
じん

屋
や

が丹南３丁目に置かれて

いました。大坂の陣 (1614 ～ 15) で戦功のあった徳川氏直臣の高木

正
まさ

次
つぐ

が元
げん

和
な

９年 (1623) に初代丹南藩主となって以後、高木氏は、お

もに主
もん

水
どの

正
しょう

を名のり、明治４年 (1871) の廃
はい

藩
はん

置
ち

県
けん

まで 248 年間にわ

たって藩政を継続しました。正次が大坂の陣で、豊臣方の真
さな

田
だ

幸
ゆき

村
むら

から戦利品とした六
ろく

文
もん

銭
せん

印の手
て

桶
おけ

と杓
しゃく

子
し

が来
らい

迎
ごう

寺
じ

に蔵されています。

　丹南藩の領地は、江戸時代後期には松原市域の丹南、向
むか

井
い

・清水・

高木 ( 新町地区 )、堀・池内 ( 天美地区 )、一津屋や羽曳野市・藤井

寺市・八尾市・堺市・大阪狭
さ

山
やま

市・堺市美原区の河内国丹南郡 14 ヵ村、

丹
たん

北
ぼく

郡６ヵ村、志
し

紀
き

郡２ヵ村の計 22 ヵ村に広がっていました。

　高木氏は三
み

河
かわ

国碧
へき

海
かい

郡 ( 愛知県 )、いまの安
あん

城
じょう

市高木町の出身で、

正次の父の清
きよ

秀
ひで

が徳川家康のもとで武功をあげました。高木町には安

城市史蹟に指定された「高木城跡」の石碑と「高木清秀邸址」の案内

板が建っています。高木町から東へ１km ほどの岡崎市大和町にある

妙
みょう

源
げん

寺
じ

( 浄土真宗 ) は家康が信仰した寺として有名です。ここに同寺

門徒の清秀、正次、子の正
まさ

成
しげ

( ２代丹南藩主 ) の墓石が祀られています。

　しかし、家康が天
てん

正
しょう

18 年 (1590) に豊臣秀吉から関東８ヵ国を与

えられたのを機会に、清秀も家康に従い、相
さ

模
がみ

国 ( 神奈川県 ) に移り

ました。高木氏は現在の海
え

老
び

名
な

市に含まれる中
なか

新
しん

田
でん

など３ヵ村をお

さめ、正次が丹南へ国替えになるまで中新田に館
やかた

をおきました。高

木氏は初代正次以下、13 代正
まさ

坦
ひら

まで続きましたが、６代正
まさ

陳
のぶ

の元
げん

禄
ろく

年間以後は参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の義務を免ぜられ、藩主は江戸定住となりました。

高木氏と丹南藩１万石
丹南に陣屋をおいて藩庁所在地とする　　　　　　　　丹南 347
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　陣屋は、府道中央環状線の南側で、東は中
なか

高
こう

野
や

街道、西は菩
ぼ

提
だい

寺
じ

である融
ゆう

通
づう

念
ねん

仏
ぶつ

宗の来迎寺に接していました。陣屋南側中央は、高

木氏に仕えて郷
ごう

士
し

となり、庄屋職もつとめた松川家が占めていま

す。松川家前が表道筋で、陣屋は南向きで正門が南側にありました。

藩士たちの住居も、陣屋内東側に多く建っていました。

　また、明治元年 (1868) には、陣屋内に藩校の丹南学校が正坦に

よって開設されました。午前は漢学や筆道、午後は武術を教えまし

た。生徒は藩士の子弟だけでなく、庄屋・年寄や豪商の子弟も含み、

通常 50 人、寄宿者も 15 人を数えました。就学年齢は６歳から 15

歳にわたりましたが、廃藩置県で廃校となりました。のち、丹南小

学校 ( 現美原北小学校 ) に引き継がれていきました。

　高木氏は、来迎寺を菩提寺としたことから、境内には正次と 11

代正
まさ

明
あき

の五輪塔が現存しています。旧藩士家の墓も、正次墓のまわ

りに見られます。また、天
てん

保
ぽう

14 年 (1843) に再建された山門前には、

14 代で子
し

爵
しゃく

の高木正
まさ

得
なり

が旧藩士家の協力を得て、昭和 12 年に記し

た「旧丹南藩主高

木主水正陣屋址」

の石碑が建ってい

ます。正得の２女

が三
み

笠
かさの

宮
みや

崇
たか

仁
ひと

親
しん

王
のう

の妃である百
ゆ

合
り

子
こ

様で、昭和 16 年

に皇族へ嫁がれま

した。 初代高木正次墓と丹南藩陣屋址碑
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　丹
たん

南
なん

３丁目に鎮座する丹南天満宮本殿は、桃山時代の様式を残し

た江戸時代初期の建立として知られています。現存する市域の神社

本殿の中でも、最古級の１つです。三
さん

間
けん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

で、屋根は檜
ひ

皮
わだ

葺
ぶ

き、

全体に丹
に

塗
ぬ

りを施し、東面しています。

　元
げん

文
ぶん

５年 (1740) ４月に書かれた『丹南村明細帳』には、祭神は天
てん

神
じん

・天
あま

照
てらす

大
おお

神
みかみ

・春
かす

日
が

大
だい

明
みょう

神
じん

とあります。天神、つまり菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

をはじめ、

皇祖神の天照大神、中
なか

臣
とみ

氏の祖で春日神である天
あめの

児
こ

屋
や

根
ねの

命
みこと

を祀るの

です。当時の境内は「東西参拾五間、南北拾五間」とあり、本殿屋

根は檜皮葺きから瓦葺きに変えられ、神主はいないと記されています。

　昭和 54 年 (1979) に本殿の解体修理工事が行われましたが、こ

の時、北側面の浜床の縁板底に、享
きょう

保
ほう

８年 (1723) ３月の大工墨
ぼく

書
しょ

が見つかり、床などの修理が行われたことがわかりました。さらに、

幕末の安
あん

政
せい

２年 (1855) には、本殿の彩色をきれいに塗り変えたと

いう棟
むな

札
ふだ

も見つかりました。昭和の修理に際して、その時の瓦葺き

から、創建当初のものと考えられる檜皮葺きに戻されました。しか

し、30 年経って檜皮の傷みが激しくなったことから、平成 22 年９

月に檜皮が葺き替えられ、いま見るような姿によみがえったのです。

　ところで、丹南天満宮で特筆されるのは、古建築の本殿だけでは

ありません。境内入口に建つ石鳥居は「延
えん

宝
ぽう

七 己
つちのと

未
ひつじ

年」と刻まれ、

江戸時代前半の延宝７年 (1679) に建てられています。これも現存

する市内の石鳥居の中で、最古級のものです。他にも、末社の稲
い

荷
なり

神社前には天
てん

明
めい

５年 (1785) の石鳥居があります。

丹南天満宮の文化財
市内最古級の本殿・石鳥居と石灯籠群　　　　　　　　丹南 348

歴史ウォーク　No.60・169
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　延宝鳥居の横には、一列に７基の石灯籠が並べられ、壮観です。

南側から「天満宮  御神燈」( ２基 )、「天
あま

照
てらす

皇
こう

大
たい

神
じん

宮
ぐう

  神燈」、「愛
あた

宕
ご

山
やま

大
だい

権
ごん

現
げん

  神燈」、「金
こん

毘
ぴ

羅
ら

大権現　常夜燈　享
きょう

和
わ

元酉
とり

年九月」「秋
あき

葉
ば

山
さん

大権現　常夜燈　享和元酉年九月」「大神宮　常夜燈　村内安全　

文
ぶん

久
きゅう

三亥
い

年十一月吉日」と見られます。現在、天満宮境内は玉垣で

囲まれていますが、以前は鳥居の両側は土塀が続いており、石灯籠

の多くは、土塀に沿った東側道路に並べられていました。

　享和元年 (1801) の２基の石灯籠は、水の神様である金毘羅大権

現と、京都の愛宕山大権現と同じく、防火の神様である静岡の秋葉

山大権現を祀っています。また、天照大神を祀る「大神宮」の伊勢

燈籠は、幕末の文久３年 (1863) の建立で、「村内安全」のシンボル

となる常夜燈だったのでしょう。

　これらの石灯籠には、暗くなると火がともされました。享和元年

という年は、瓦葺きであった拝殿 ( 本殿と同時に解体 ) の鬼瓦に「享

和元辛
かのと

酉
とり

歳正月吉日」の銘がありますので、同年の拝殿修理と共に、

石灯籠も奉納され

たのです。

　拝殿前には、一

対の石造狛
こま

犬
いぬ

があ

り、台石に「文
ぶん

化
か

八辛
かのと

未
ひつじ

歳八月吉日

　氏子中」と刻む

ように、文化８年

(1811) の作です。 丹南天満宮
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　市域最南端、丹
たん

南
なん

５丁目の小
こ

字
あざ

「段
だん

」に牛
うし

滝
たき

さんの祠
ほこら

が祀られ

ています。地元では、段の神さんとよんでいます。丹南の産
うぶすな

土神
がみ

で

ある丹南天満宮 ( 丹南３丁目 ) の南方にあたります。

　牛滝さんは、小円丘あるいは小方丘と思われる人工の高まりに祀

られています。同地は、縄
じょう

文
もん

時代から近世に至る丹南遺跡に含まれ、

付近から古
こ

墳
ふん

時代の埴
はに

輪
わ

も見つかっていますので、小丘はもともと

は古墳だったかもしれません。境内にはモチの巨木が茂り、昔から

子供たちの遊び場でもありました。

　元
げん

文
ぶん

５年 (1740) ４月に書かれた『河
か

州
しゅう

丹南郡丹南村明細帳』に「当

村南ニ牛神境内三間弐
に

間半 荒地」と見られることから、江戸時代

半ばまでに、牛を神体として祠が建てられていたのでしょう。観
かん

心
しん

寺
じ

( 河内長野市 ) から、牛神を迎えたと伝えられています。牛は農

耕に欠かせない動物でした。農家は、田畑を耕す牛を家族同様、大

切にしたのです。

　『丹南村明細帳』によると、元文５年当時、丹南村では、家数 84

軒、人口は 385 人。牛は 20 頭飼われていましたが、馬は１頭も飼

育されず、牛馬医者もいないと記しています。

　境内は近年、整備されましたが、祠の前に一対の石灯籠が建てら

れています。いずれも、竿
さお

石
いし

の正面に「奉献御神前」とあり、側面

に「天
てん

明
めい

五年」の年号が読みとれます。天明５年 (1785) に石灯籠

が奉納されたのですが、この時期、全国的に天明の大ききん (1782

～ 88) と称するほどの天候不順が続き、農作物が不作でした。市域

丹南に祀られる牛滝さん
牛神を祀る段の神さん　農作物の収穫を祈願　　　　　丹南 549

歴史ウォーク　No.40・168
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の村々でも、とくに天明２年 (1782) から翌３年にかけて凶作にみ

まわれ、麦や綿などの生産が激減したのです。

　丹南村では、そのためか、各社に祈願を行ったようです。牛神の

牛滝さんだけでなく、丹南天満宮の境内にも天明５年４月に建立さ

れた石鳥居や、同年の「御神燈奉献」とある石灯籠が見られます。

拝殿に向かって右側に末社の稲
い

荷
なり

神社が祀られていますが、その稲

荷神にそれらの鳥居や灯籠が奉納されています。稲荷社は、農耕を

つかさどる神だったからでしょう。

　ところで、丹南の農家では、耕運機が普及して、牛による田起し

が少なくなった昭和 30 年代ごろまで、田植え前の６月初旬 ( 旧暦

の５月５日の端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

)、牛を牛滝さんに連れて行きました。そ

して、各家の屋根にも取りつけられていた、しょうぶ・よもぎ・せ

んだんの枝を１つに束ね、牛の角につけながら、牛滝さんの祠のま

わりを３回まわらせ、牛の健康を願う風習がありました。

　いまでは、こうしたことも無くなりましたが、地域では、天神

さんの日にあたる

毎月 24 ～ 25 日、

丹南天満宮で供え

物をすると同時に、

牛滝さんにもお供

えをして、江戸時

代以来の農耕の神

さまを守り続けて

いるのです。 丹南の牛滝さん
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　中
なか

高
こう

野
や

街道が府道中央環状線を南へ越えた丹
たん

南
なん

４丁目に「松
まつ

川
かわ

長
ちょう

右
え

衛門
もん

碑　藤
ふじ

澤
さわ

南
なん

岳
がく

書」と刻まれた自然石が建っています。現在、近

鉄バスが通っている中高野街道は新道で、もともとはすぐ東を走る古

道が本道でした。その旧中高野街道に面して、石碑が見られるのです。

　裏面には、「大字丹南　大□□□□□十五日　建立」とあります。

年月が剥落していますが、丹南村丹南が大正５年 (1916) ３月 15 日

に建碑したものです。

　ここに顕彰された松川長右衛門は、名を武
たけ

好
よし

といいます。丹南藩

主高木氏が来
らい

迎
ごう

寺
じ

( 丹南３丁目 ) の東側に陣屋を置いた丹南村の庄屋

でしたが、郷
ごう

士
し

身分でもありました。住宅は、中高野街道の西側、来

迎寺や丹南天満宮へ向かう陣屋表道に面し、陣屋に南接していました。

　「松川家系図」( 明治 23 年３月 ) によりますと、松川氏は近江国 ( 滋

賀県 ) の戦国武将であった佐々木氏の一族で、神
かん

崎
ざき

郡松川庄が本貫

地でした。織田氏に仕えていた松川氏 15 代の義
よし

久
ひさ

が戦国時代末期

に丹南に移ったと家伝にあります。

　長右衛門武好は 24 代で、江戸時代前半の承
じょう

応
おう

３年 (1654) ６月に

生まれました。庄屋として村政に関わっていた元
げん

禄
ろく

７年 (1694) の

ことです。松原など丹
たじ

比
ひ

野
の

に水を送る狭
さ

山
やま

池
いけ

( 大阪狭山市 ) が改修

されることになりました。このとき、長右衛門は狭山池水下用水掛

りである、現在の松原・美原など 40 ヵ村の長となり、私財を投げ出

して２年の歳月を費やし、池の改修に尽力したと伝えられています。

　以後、長右衛門の功績によって丹南にはこれまでの狭山池からの

松川長右衛門と狭山池用水
藤澤南岳が書いた丹南村庄屋松川長右衛門の碑　　　　丹南 450

歴史ウォーク　No.89・123
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通例の用水とは別に、長右衛門用水とよぶ課役が無いうえ、12 時

間にも及ぶ長時間の用水を受ける権利が与えられたのです。このた

め、丹南は他村と比べて干害の被害が少なかったといわれています。

　長右衛門は、元禄 10 年 (1697) に亡くなりました。のち、丹南の

人々は長右衛門の遺業に感謝し、彼の命日である３月 15 日には休

業し、菩提寺である来迎寺の松川家墓所にお参りしたのです。初代

丹南藩主高木正
まさ

次
つぐ

の五輪塔の南側に、墓石があります。

　大正５年、長右衛門の顕彰碑が建てられました。その際、そこに

揮
き

毫
ごう

したのが大阪でも有名な漢学者であった藤澤南岳でした。

　南岳は天
てん

保
ぽう

13 年 (1842)、讃
さ

岐
ぬき

( 香川県 ) の生まれ。父の東
とうがい

の

あとを継いで、明治以降、大阪の淡路町 ( 中央区 ) で泊
はく

園
えん

書
しょ

院
いん

とい

う漢学の私塾を主宰して、関西における文化・教学に大きく寄与し

ました。南岳は大正９年 (1920) に亡くなりましたが、大阪府内を

中心に神社標石や石碑に撰や書をたくさん残しています。

　同碑は、のち傷んだことから、町会や丹南水利組合が昭和 59 年

(1984) ３ 月 15 日

に修復しました。

同時に由来記の石

碑も新設し、現在

に至るまで長右衛

門の命日には石碑

に参り、その徳を

偲んでいるのです。

松川長右衛門の碑
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掲載番号 名称 所在地 刻字 形態 建立時期・建
立者など

－
中高野街道
阿保 4 丁目
地蔵堂前道標

阿保 4 丁
目

正面「右  八尾  信貴山　左  平野  大坂」
右面「明治十五年九月建之」 角柱 明治 15 年

(1882)9 月

－ 三宅別所霊園
内地蔵像道標

三宅東
3 丁目
無縁墓内

正面右側「すぐ  ならみち」
正面左側「左  八まんみち」 地蔵堂 江戸時代

－ 三宅別所霊園
内地蔵像道標

三宅東
3 丁目
無縁墓内

正面右側「右  てんしん  左  はし■」
正面左側「すく  八まん宮  施主慈誉
　　　　　正眼」

地蔵堂 江戸時代
慈誉正眼

－ 三宅別所霊園
内地蔵像道標

三宅東
3 丁目
無縁墓内

正面右側「右  はし■暢誉宗把」
正面左側「左  そうしゝみち」 地蔵堂 江戸時代

暢誉宗把

－
長尾街道
一津屋 1 丁目
地蔵像道標

一津屋
1 丁目

正面「右  平野大坂　左  さかい  道」
右面「すく  ひらを」
左面「すく  ふしい寺なら」

蒲鉾形
角柱 江戸時代

27
( 南東 P6)

長尾街道
ちちかみばし
道標

上田 1 丁
目
松原郵便
局前

正面「ちゝかみはし」
右面「長尾街道」
左面「長尾街道」
裏面「明治四十三年二月修繕 大阪府」

角柱
明治 43 年
(1910)2 月
大阪府

34
( 南東 P20)

中高野街道・
住吉道
新堂 3 丁目
道標

新堂 3 丁
目

正面「左  さかい  住よし  道」
右面「右  平野  大坂  道」
左面「天保五年午正月建之  釋善心」
裏面「すく  かうや  よしの  道」

尖頭形
角柱

天保 5 年
(1834) 正月
釋善心
元の位置は
住吉街道北側

－ 大阪市・
熊野街道道標

新堂 4 丁
目

正面「左  天王寺  大阪城」
右面「右  住吉  さかい」
左面「すく  阿へ乃神社」

角柱
大阪市住吉区
帝塚山から移
設
昭和時代

－ 中高野街道
岡 4 丁目道標 岡 4 丁目 正面「中高野街道」

裏面「平成十三年松原市」 角柱
平成 13 年
(2001)
松原市

38
（南東 28）

竹内街道
「緑の一里塚」

モニュメント
立部 5 丁
目 竹内街道

モニュ
メント

・
解説文

平成 25 年
(2013)3 月
大阪府・
松原市

40
( 南東 P32)

竹内街道
モニュメント 岡 5 丁目 竹内街道

モニュ
メント

・
解説文

平成 24 年
(2012)3 月
松原市

41
( 南東 P34)

竹内街道・
中高野街道
茶屋筋道標

岡 5 丁目
松原南
図書館前

正面「右  ひらの  大坂  道」
右面「左  さやま  三日市  かうや  道」
左面「左  さかい  道」
裏面「寛政九丁巳年五月  いせこう中」

蒲鉾形
角柱

寛政 9 年
(1797)5 月
いせこう中
元の位置は
竹内街道南側

道しるべ ( 道標 ) 一覧
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掲載番号 名称 所在地 刻字 形態 建立時期・建
立者など

41
( 南東 P35)

竹内街道・
中高野街道
分岐道標

岡 4 丁目
正面「左  ふちゐ寺  上太子  やまと  道」
右面「右  さやま  ( 三日市 )  かうや」
左面「寛政九年丁巳五月  いせこう中」
裏面「左  ひらの  大坂  道」

角柱
寛政 9 年
(1797)5 月
いせこう中

73
( 南西 P48)

敬念寺前
元追分道
地蔵像道標

高見の里
3 丁目

正面右側「右  はせ  よしの」
正面左側「左  なら  ふしいてら」
正面下部「天和二壬歳  七月十日」

地蔵堂

天和 2 年
(1682)7 月 10
日
元の位置は長
尾街道・住吉
街道の追分

73
( 南西 P48)

敬念寺前
元追分道
地蔵像道標

高見の里
3 丁目

正面右側「右  はせ  よしの」
正面左側「左　ふちい寺　なら」 地蔵堂

江戸時代　
元の位置は長
尾街道・住吉
街道の追分

77
( 北西 P7)

教通寺前
地蔵像道標

南新町
1 丁目

正面右側「旭童女  享保十三戊申  
　　　　　正月十三日」
正面左側「是南かうや道　
　　　　　東なら婦しい寺」

地蔵堂
享保 13 年
(1728) 正月
13 日

－ 歳の上
地蔵尊道標

天美我堂
7 丁目
善正寺前
地蔵堂

正面「すく  志き山」
左面「右  さかい道  施主 東西我堂
　　　村中  世話人  中長  松甚  
　　　■兵衛  川惣   嶋安  惣七  
　　　弥元  嘉永元戊申  七月吉」

地蔵堂
嘉永元年
(1848)7 月
東西我堂村中

－ 天美南 6 丁目
地蔵像道標

天美南
6 丁目 正面下側「左ハ住吉天王寺  のミち」 地蔵堂 江戸時代

－
下高野街道
天美東 8 丁目
地蔵像道標

天美東
8 丁目

正面「右  志き山八尾ひらの三宅村  
　　　左  大坂天王寺あま岸」 
左面「施主我堂村嶋屋安兵衛」
裏面「すく　高野山狭山道」

蒲鉾形
角柱

江戸時代
我堂村
嶋屋安兵衛

－
天美東 8 丁目
児童公園内
地蔵像道標

天美東
8 丁目
池内総合
会館前

正面右側「右  天王寺  大坂」
正面左側「左  ならミち」 地蔵堂 江戸時代

－
天美東 8 丁目
児童公園内
地蔵像道標

天美東
8 丁目
池内総合
会館前

正面右側「右  八尾平野道」
正面左側「左  天王寺中の」 地蔵堂 江戸時代

－ 天美西 2 丁目
地蔵像道標

天美西
2 丁目
安楽寺西
側民家内

正面右側「右ハ  天王寺へ七十丁」
正面左側「左り  天王寺住吉道」 地蔵堂 江戸時代

非公開

－ 最勝寺前
地蔵像道標

天美北
5 丁目

正面右側「右 ひらの」
正面左側「左 すみよし」 地蔵堂 江戸時代

松原の郷土を知る会『まつばら歴史さんぽ　道しるべ紀行』2015 より一部改変加筆
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